
《
論　
　

説
》

　　
 
日
米
半
導
体
交
渉
を
め
ぐ
る
政
治
経
済
過
程
の
研
究

　　
　
　
　

―　

戦
後
日
米
通
商
交
渉
の
転
換
点
に
関
す
る
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
の
一
考
察　

―

　 

　

古　

田　

雅　

雄　
　

目
次

は
じ
め
に

一
�
経
済
安
全
保
障
の
視
座

二
�
一
九
七
〇
年
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
米
経
済
摩
擦
の
概
要

三
�
日
米
半
導
体
摩
擦
の
経
緯

四
�
米
国
の
強
硬
態
度
、
日
本
の
防
御
姿
勢

五
�
交
渉
成
立
後

六
�
日
米
通
商
紛
争
の
新
展
開

七
�
冷
戦
後
の
日
米
政
治
経
済
関
係

八
�
評　
　

価

む
す
び
に
代
え
て

　

　　
　
　
　
　
　

は
じ
め
に

　　

第
二
次
世
界
大
戦
後
、
日
米
貿
易
の
歴
史
は
日
米
通
商
摩
擦
の
そ
れ
と
言
い
換
え
る
こ
と
が
で
き
る
。
日
米
両
国
は
国
際
政
治
上
、
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軍
事
上
で
は
同
盟
関
係
を
一
貫
し
て
良
好
に
続
け
て
き
た
と
は
い
え
、
経
済
関
係
、
と
く
に
通
商
関
係
に
お
い
て
は
ラ
イ
バ
ル
の
立
場

と
し
て
お
互
い
に
し
の
ぎ
を
削
っ
て
き
た
歴
史
を
共
有
し
て
い
る
。
そ
こ
に
は
両
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
利
害
を
最
大
化
し
よ
う
と
す
る
姿

勢
が
に
じ
み
出
て
い
る
。

　

た
だ
、
三
点
に
つ
い
て
注
意
を
促
し
た
い
。
第
一
点
は
、
個
々
の
交
渉
ご
と
に
自
国
と
相
手
国
と
の
各
利
害
の
妥
当
性
に
ま
で
調
整

で
き
た
か
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
第
二
点
は
、
第
一
点
に
臨
む
際
に
関
係
当
事
者
が
個
別
課
題
に
ど
う
取
り
組
む
か
と
い

う
以
前
に
、
経
済
安
全
保
障
の
観
点
か
ら
、
全
体
的
、
将
来
的
な
姿
勢
や
方
針
を
示
せ
る
か
ど
う
か
、
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
通
商
関

係
の
基
本
的
な
思
想
を
単
純
化
す
れ
ば
、
結
局
、
通
商
交
渉
の
出
発
点
を
自
由
貿
易
か
ら
か
、
あ
る
い
は
保
護
貿
易
か
ら
か
の
い
ず
れ

を
採
用
し
て
臨
む
か
、
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
も
ち
ろ
ん
、
一
方
だ
け
の
要
求
が
完
全
に
成
立
す
る
こ
と
は
あ
り
え
な
い
。
関
係
す
る

当
事
国
が
歩
み
寄
る
こ
と
で
交
渉
は
成
立
す
る
（
ま
た
は
不
成
立
の
）
は
ず
で
あ
ろ
う
。
第
三
点
は
、
経
済
問
題
を
論
じ
て
い
る
が
、

実
は
、
交
渉
は
政
治
的
な
解
決
を
図
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
多
々
あ
る
こ
と
も
念
頭
に
お
く
必
要
が
あ
る

　

現
在
、
環
太
平
洋
経
済
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
協
定
（
T
P
P
）
に
む
け
て
、
各
国
に
よ
る
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
農
業
や
工
業
の
関
税

を
完
全
に
撤
廃
す
る
の
み
な
ら
ず
、
こ
れ
は
金
融
、
労
働
、
環
境
、
衛
生
な
ど
広
範
囲
に
わ
た
り
外
国
企
業
の
参
入
障
壁
の
撤
廃
を
め

ざ
す
国
際
協
定
で
あ
る
。
九
か
国
が
参
加
し
交
渉
中
で
あ
る
。
日
本
も
こ
の
交
渉
へ
の
参
加
を
検
討
し
て
い
る
。
し
か
し
、
こ
の
T
P

P
の
交
渉
に
参
加
す
る
こ
と
は
、
一
般
に
考
え
ら
れ
る
よ
り
、
日
本
に
と
っ
て
貿
易
・
経
済
交
渉
を
制
約
す
る
こ
と
に
な
り
か
ね
な
い
、

と
す
る
反
対
論
が
あ
る
。

　
 
T
P
P
へ
の
参
加
に
よ
っ
て
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
新
興
国
の
成
長
を
取
り
込
め
る
と
い
う
計
算
が
あ
る
、
と
賛
成
論
者
は
説
明

す
る
。
T
P
P
交
渉
に
参
加
す
る
九
か
国
と
日
本
を
加
え
た
一
〇
か
国
の
経
済
規
模
で
は
、
米
国
約
七
〇
％
、
日
本
約
二
〇
％
、
オ
ー

ス
ト
リ
ア
約
四
％
、
残
り
七
か
国
約
四
％
で
あ
る
。
こ
の
数
字
で
は
日
本
企
業
が
輸
出
で
き
る
ア
ジ
ア
市
場
は
そ
れ
ほ
ど
の
規
模
で
は
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な
い
。
日
本
が
参
加
し
た
場
合
を
想
定
し
た
と
し
て
も
、
日
米
で
約
九
〇
％
を
占
め
る
。
中
国
も
イ
ン
ド
も
韓
国
も
参
加
せ
ず
そ
の
予

定
も
な
い
。
日
本
が
輸
出
で
き
る
市
場
は
米
国
だ
け
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
T
P
P
は
日
米
貿
易
協
定
で
し
か
な
い
、
と
言
え
る
で

あ
ろ
う
。

　

米
国
は
、
こ
の
協
定
が
本
格
化
し
だ
し
た
二
〇
一
一
年
ご
ろ
、
失
業
率
が
高
く
、
不
況
状
態
に
あ
り
、
オ
バ
マ
政
権
は
、
貿
易
赤
字

を
削
減
す
る
た
め
、
二
〇
一
四
年
ま
で
に
輸
出
を
倍
増
す
る
戦
略
を
言
明
し
て
い
た
。
こ
の
戦
略
で
は
、
一
ド
ル
＝
七
〇
円
程
度
の
円

高
・
ド
ル
安
で
な
い
と
そ
の
目
標
を
達
成
さ
れ
そ
う
に
な
い
。
米
国
は
ド
ル
安
を
望
ん
で
お
り
、
そ
の
後
実
際
に
円
高
・
ド
ル
安
が
進

行
し
た
。

　

米
国
の
関
税
は
、
例
え
ば
自
動
車
の
関
税
で
は
二
・
五
％
と
低
く
、
そ
の
た
め
関
税
撤
廃
の
効
果
な
ど
は
円
高
が
進
め
ば
意
味
は
な

く
な
る
。
T
P
P
に
参
加
す
る
米
国
の
意
図
は
、
T
P
P
を
通
じ
て
、
米
国
製
品
・
サ
ー
ビ
ス
が
日
本
市
場
に
も
っ
と
輸
出
さ
れ
る
こ

と
で
あ
る
﹇
中
野
、
二
〇
一
一
﹈。

　

一
方
、
二
〇
一
二
年
一
月
米
国
と
韓
国
の
自
由
貿
易
協
定
（
F
T
A
）
が
発
効
し
た
。
韓
国
は
T
P
P
に
参
加
し
な
い
が
、
米
国
と

自
由
貿
易
協
定
を
結
ん
だ
。
両
国
に
と
っ
て
、
こ
の
協
定
は
最
大
規
模
の
自
由
貿
易
協
定
で
あ
る
。
オ
バ
マ
大
統
領
は
、「
こ
の
F
T

A
に
よ
り
国
内
で
七
万
人
の
雇
用
が
創
出
さ
れ
、
米
国
製
品
の
輸
出
が
年
間
一
一
〇
億
ド
ル
程
度
増
え
る
」
と
成
果
を
強
調
し
た
。
米

国
は
輸
出
倍
増
で
景
気
低
迷
か
ら
脱
却
を
め
ざ
し
、
韓
国
は
米
国
と
の
関
係
強
化
と
貿
易
拡
大
で
今
後
の
活
路
を
見
出
そ
う
と
す
る
し
、

両
国
と
も
将
来
を
見
据
え
た
国
家
戦
略
を
立
案
し
、
そ
れ
を
実
現
す
る
意
図
を
も
っ
て
い
る
。
で
は
、
日
本
は
ど
う
で
あ
ろ
う
か
。
日

本
の
国
家
戦
略
、
と
り
わ
け
通
商
外
交
に
お
い
て
具
体
的
な
指
針
を
掲
げ
、
他
国
（
特
に
米
国
）
を
説
得
す
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
あ

ろ
う
か
。

　

図
表
1
に
あ
る
よ
う
に
、
日
米
貿
易
交
渉
と
そ
れ
に
よ
る
紛
争
・
摩
擦
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
、
様
々
な
形
で
生
じ
て
き
た
。
一
九
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五
〇
年
代
か
ら
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
か
け
て
、
対
米
輸
出
増
に
と
も
な
っ
て
貿
易
摩
擦
が
発
生
し
て
き
た
﹇
N
H
K
取
材
班
、
一
九
九

六
参
照
﹈。

　

本
論
は
、
日
本
が
敗
戦
後
の
自
由
貿
易
体
制
に
あ
っ
て
「
保
護
主
義
」
を
容
認
さ
れ
て
い
た
時
代
か
ら
、
経
済
大
国
に
突
き
進
む
一

九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
八
〇
年
代
に
か
け
て
の
時
期
に
、
日
米
両
国
の
国
益
が
衝
突
し
た
半
導
体
の
日
米
通
商
交
渉
、
そ
の
後
冷
戦
終

結
を
挟
ん
で
日
米
構
造
問
題
協
議
か
ら
日
本
の
国
際
政
治
経
済
上
の
位
置
づ
け
の
変
化
を
検
証
す
る
こ
と
を
目
的
と
し
た
い
。
長
期
的

に
考
察
す
れ
ば
、
日
米
に
よ
る
市
場
開
放
と
自
国
利
益
擁
護
の
争
い
は
現
在
も
続
い
て
い
る
。
T
P
P
の
日
米
交
渉
に
も
そ
の
こ
と
は

観
察
で
き
る
。

　

特
に
半
導
体
は
軍
事
戦
略
上
の
重
要
性
が
あ
る
だ
け
に
、
米
国
政
府
に
と
っ
て
、
自
国
の
国
防
上
の
安
全
保
障
に
関
わ
る
軍
事
製
品

を
他
国
（
こ
の
場
合
、
日
本
）
に
依
存
す
る
こ
と
を
回
避
さ
せ
た
い
と
い
う
、
単
に
通
商
上
だ
け
で
な
く
軍
事
上
の
国
益
が
絡
む
国
際

政
治
の
問
題
で
も
あ
っ
た
﹇
桑
田
、
一
九
九
〇：

九
五
﹈。
米
国
通
商
拡
大
法
二
三
二
条
は
「
国
防
条
項
」
と
呼
ば
れ
る
。
米
国
の
輸
入
品

が
国
防
上
、
自
国
の
安
全
を
脅
か
す
場
合
に
は
、
大
統
領
は
そ
の
脅
威
が
な
く
な
る
ま
で
輸
入
制
限
な
ど
の
対
抗
措
置
を
採
用
で
き
る

﹇
石
川
、
一
九
九
五：

六
﹈。

　
　
　
　
　
　

一
�
経
済
安
全
保
障
の
視
座

　
（
一
）
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
留
意
事
項

　

伝
統
的
に
経
済
と
軍
事
の
安
全
保
障
の
関
係
で
は
、
前
者
が
後
者
に
従
う
の
が
通
常
で
あ
る
と
理
解
さ
れ
る
。
安
全
保
障
は
国
際
政

治
の
方
針
・
実
践
に
関
係
す
る
事
柄
で
あ
る
。
政
治
上
、
軍
事
上
の
安
全
保
障
を
成
功
さ
せ
る
た
め
に
は
経
済
的
次
元
が
不
可
欠
で
あ

る
。
政
治
・
軍
事
と
経
済
の
両
方
の
間
で
相
互
に
影
響
し
あ
う
の
で
、
両
者
の
、
明
ら
か
な
分
離
は
ど
の
よ
う
な
場
合
で
も
困
難
で
あ
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結　　　　　果概　　　　　要貿易摩擦年

1972年日米繊維協定調印。日本
側は繊維製品の輸出自主規制を
受け入れる。

1960年代から1970年初期にかけ
て繊維をめぐる貿易摩擦が問題
化。1970年日米繊維交渉開始。

日米繊維交渉1969～1972

1969年米と日欧で自主輸出規制
協定

1968年米鉄鋼業界が米政権に日
本への輸入制限措置を求める。

鉄鋼摩擦1969～1974

1977年市場維持協定締結。対米
輸出台数が年間175万台に制限。

1971年日本メーカーのダンピン
グ認定。

カラーテレビ
摩擦

1969～1977

1981年日本は自動車の対米輸出
規制を表明。1992年日本は米国
製自動車部品の対日輸出増・販
売増の計画。

1970年代日本製小型自動車の対
米輸出急増。

対米自動車輸
出自主規制

1975～1992

1978年数量合意（83年度牛肉３
万トン、オレンジ８万トン）。第
２次交渉では88年までに牛肉
6,900トンずつ増加。第３次交渉
では輸入割当撤廃、税率段階的
に引き下げ。

1977年第１次牛肉・オレンジ交
渉。1983年第２次交渉。1988年
第３次交渉（最終合意）。

日米牛肉・オ
レンジ交渉

1977～1988

1986年で機器通信サービス市場
の一部自由化、木材製品及びコ
ンピュータ部品の関税撤廃等に
合意。

1985年特定分野（エレクトロニ
クス、電気通信、医薬品・医療
機器、林産物等）の日本市場ア
クセスに対する障害を協議開
始。

市場重視型分
野別（MOSS）
協議

1985～1986

1986年第１次日米半導体協定締
結。1991年第２次日米半導体協
定締結。いずれも日本における
外国系半導体の市場参入機会拡
大、ダンピング防止等。

1981年日本の半導体製品が世界
シェアの70％になった。1985年
日米半導体協議開始。

日米半導体摩
擦

1985～1991

1989－90年４回の専門家会合で
政府調達手続き措置の導入、苦
情処理機関設置等で決着。

1987年米国は日本のスーパーコ
ンピュータ市場において不公平
な競争を強いられているし、
スーパー 301条の対象とする。

日米スーパー
コンピュータ
問題

1987～1990

1990年最終報告発表。日本側は
貯蓄・投資パターン、流通（大
店法改正等）、排他的取引慣行、
系列関係、価格メカニズムに対
する措置を講じる。米国側は貯
蓄・投資パターン、企業の投資
活動と生産力、企業活動、政府
規制、研究・開発、輸出振興、
労働力の教育及び訓練に対する
措置を講じる。

1989年日米の国際収支不均衡の
削減に向けた日米双方の努力及
び措置に関する双方向の協議開
始。

日米構造問題
協議

1989～1990

1994年３月日本側の自主的措置
を発表。同年10月合意。1995～
96年協議、補足措置を決定。

1993年日米包括経済協議の枠組
みの優先分野の１つとして協議
開始。

日米保険協議1993～1996

図表１：戦後日米貿易摩擦の歴史（1970年代～1990年代）
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国
家
の
経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
行
動
か
ら
三
つ
の
特
徴
を
引
き
出
せ
る

B
raw
ley,2004:97-98

﹇ 
   
                
﹈。

　

第
一
は
意
図
（intention

         

）
で
あ
る
。
意
図
は
現
実
の
政
策
形
成
に
大
き
く
影
響
す
る
。
例
え
ば
、
日
米
関
係
に
お
い
て
、
米
国
は

日
本
と
の
同
盟
関
係
を
破
綻
さ
せ
て
ま
で
自
国
の
立
場
の
み
を
主
張
し
な
い
が
、
経
済
関
係
に
お
い
て
も
自
国
の
意
図
は
自
国
の
経
済

状
態
に
見
合
っ
た
形
で
要
求
を
す
る
。

　

第
二
は
戦
略
（strategy
        

）
で
あ
る
。
経
済
戦
略
は
国
内
成
長
率
を
高
め
る
傾
向
が
あ
る
。
貿
易
と
投
資
の
政
策
は
経
済
成
長
に
役

立
っ
て
い
る
。
通
常
、
国
家
は
最
先
端
技
術
を
発
展
さ
せ
、
相
対
的
に
強
い
経
済
力
を
享
受
し
続
け
よ
う
と
す
る
。

　

第
三
は
時
間
（period

      

）
で
あ
る
。
時
間
と
い
う
要
素
を
入
れ
る
こ
と
で
、
経
済
資
源
の
マ
ネ
ー
ジ
メ
ン
ト
に
決
定
的
要
素
が
導
入

で
き
る
。
あ
る
時
点
で
の
パ
ワ
ー
の
分
配
だ
け
を
考
え
る
と
、
国
際
シ
ス
テ
ム
内
の
相
互
作
用
の
配
置
を
評
価
で
き
そ
う
も
な
い
。
そ

の
考
え
方
で
は
経
済
安
全
保
障
に
つ
い
て
考
え
る
場
合
、
一
時
的
説
明
は
で
き
る
が
、
そ
れ
だ
け
で
は
不
完
全
で
あ
る
。
時
間
の
制
約

を
考
慮
し
な
く
て
よ
い
な
ら
、
ど
の
よ
う
な
行
動
も
古
い
タ
イ
プ
の
勢
力
均
衡
理
論
で
一
貫
し
て
主
張
で
き
る
。
適
切
な
時
間
の
枠
組

み
が
う
ま
く
特
定
さ
れ
な
い
な
ら
、
過
去
に
お
い
て
行
動
の
予
想
、
提
供
さ
れ
る
政
策
の
評
価
の
た
め
の
道
具
と
し
て
は
あ
ま
り
有
用

で
な
い
か
も
し
れ
な
い
。
ま
た
、
政
策
形
成
者
が
パ
ワ
ー
を
最
大
化
す
る
に
ち
が
い
な
い
時
間
・
機
会
を
意
識
し
な
い
な
ら
、
パ
ワ
ー

の
使
用
は
意
味
が
な
く
な
る
こ
と
に
な
る
。

　

B
・
ブ
ザ
ン
を
中
心
と
す
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ
ン
学
派
は
、
経
済
安
全
保
障
研
究
に
お
い
て
注
意
す
べ
き
い
く
つ
か
の
点
を
指
摘
す
る

B
uzan,1998:115-116

﹇ 
                   
﹈。

　

第
一
に
市
場
関
係
に
お
け
る
、
固
有
の
不
安
定
さ
が
つ
き
ま
と
う
こ
と
、
第
二
に
経
済
単
位
の
手
段
的
な
質
の
問
題
、
つ
ま
り
経
済

分
野
だ
け
で
は
議
論
が
で
き
ず
他
分
野
（
例：

二
国
間
や
多
国
間
の
国
際
政
治
関
係
な
ど
）
が
と
も
な
わ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
経
済
安
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全
保
障
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
は
、
経
済
活
動
そ
れ
自
身
の
安
定
性
を
求
め
る
た
め
に
他
分
野
と
の
関
係
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

で
は
、
経
済
安
全
保
障
の
ア
ジ
ェ
ン
ダ
を
考
察
す
る
際
に
、
四
つ
の
効
果
や
影
響
を
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

一
�
生
産
物
の
流
通
（m

obilization

 
           

）
を
自
ら
に
益
す
る
た
め
能
力
を
維
持
す
る
国
家
が
も
つ
許
容
量
。

　

こ
れ
は
生
産
の
グ
ロ
ー
バ
ル
化
に
よ
っ
て
影
響
さ
れ
る
。
例
え
ば
、
そ
れ
は
あ
る
国
家
が
低
品
質
、
高
価
格
の
国
産
の
武
器
を
選
択

す
る
か
、
ま
た
は
高
品
質
、
低
価
格
の
海
外
生
産
の
武
器
を
選
択
す
る
か
、
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
た
だ
、
自
由
主
義
的
な
国
際
経
済

秩
序
の
も
と
で
は
供
給
の
安
定
性
は
生
産
能
力
を
も
つ
供
給
者
が
有
利
な
立
場
に
あ
る
市
場
で
あ
る
場
合
、
そ
れ
に
よ
っ
て
保
証
さ
れ

る
か
ど
う
か
と
い
う
点
も
関
わ
っ
て
く
る
。
自
由
貿
易
を
承
認
す
る
政
府
は
そ
う
簡
単
に
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
そ
う
に
な
い
。

　

二
�
一
と
論
理
で
供
給
の
安
全
保
障
に
つ
い
て
の
関
心
を
も
つ
こ
と
に
適
用
。

　

政
治
目
的
に
利
用
さ
れ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
（
と
り
わ
け
希
少
な
資
源
や
技
術
）
内
で
の
経
済
的
依
存
の
可
能
性
は
、
供
給
者
が
有

利
な
市
場
と
同
様
に
す
べ
て
の
商
品
で
余
剰
生
産
能
力
の
有
無
に
よ
っ
て
決
定
さ
れ
て
し
ま
う
。
つ
ま
り
、
希
少
な
資
源
・
技
術
の
争

奪
戦
が
生
じ
る
。

　

三
�
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
に
お
い
て
、「
勝
者
」
よ
り
多
く
の
「
敗
者
」
を
生
み
出
す
不
平
等
感
の
有
無
。

　

こ
れ
は
基
本
的
な
人
間
の
欲
求
を
満
足
さ
せ
な
く
す
る
。
そ
れ
に
代
わ
っ
て
、「
勝
者
」
と
「
敗
者
」
が
そ
れ
ぞ
れ
要
求
す
る
経
済

シ
ス
テ
ム
の
政
治
的
帰
結
が
も
た
ら
さ
れ
る
。
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
が
自
分
た
ち
に
少
な
く
と
も
不
利
に
な
ら
な
く
な
る
よ
う
に
経
済
関

係
を
政
治
的
に
解
釈
し
よ
う
と
す
る
。

　

四
�
大
量
破
壊
兵
器
、
ド
ラ
ッ
グ
、
環
境
破
壊
な
ど
の
全
世
界
的
な
争
点
。

　

こ
れ
は
経
済
的
争
点
と
い
う
よ
り
も
社
会
的
、
政
治
的
、
軍
事
的
、
環
境
的
な
人
間
の
安
全
保
障
と
関
連
し
て
く
る
。
だ
か
ら
、
ブ

ザ
ン
ら
は
、
国
際
経
済
が
危
機
に
陥
る
恐
怖
だ
け
が
本
来
の
経
済
安
全
保
障
の
対
象
で
あ
る
、
と
説
明
す
る
。
も
っ
と
も
、
私
見
に
よ
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れ
ば
、
国
際
経
済
危
機
の
解
決
も
経
済
安
全
保
障
だ
け
の
分
野
だ
け
で
解
決
で
き
ず
に
国
内
政
治
や
国
際
政
治
に
密
接
に
関
わ
る
は
ず

で
あ
る
。

　

経
済
安
全
保
障
に
関
す
る
議
論
に
つ
い
て
、
重
商
主
義
（m

arcantilism

 
           

）、
経
済
自
由
主
義
（econom

ic
liberalism

      
             

）、
社
会
主

義
（socialism

         

）
の
三
つ
の
見
解
に
分
類
で
き
る

B
uzan,1998:95-117;Jackson

Sorens

﹇ 
                           

・ 
     en,2003:178-192;Sheehan,2005:66

                                    -68

   
﹈。

重
商
主
義
と
社
会
主
義
の
両
方
は
経
済
ナ
シ
ョ
ナ
リ
ズ
ム
の
立
場
に
あ
る
。
経
済
自
由
主
義
は
国
際
主
義
の
立
場
を
代
表
す
る
。

　

重
商
主
義
は
ま
ず
政
治
を
優
先
し
、
そ
の
意
味
で
は
国
家
を
重
要
な
ア
ク
タ
ー
と
み
な
し
て
い
る
。
国
家
が
企
業
と
市
場
の
作
動
に

と
っ
て
重
要
な
経
済
安
全
保
障
の
役
割
を
担
っ
て
い
る
。
そ
の
役
割
は
経
済
領
域
の
条
件
と
、
自
国
の
通
商
が
効
率
よ
く
機
能
で
き
る

環
境
を
整
備
す
る
こ
と
で
あ
る
。

　

経
済
自
由
主
義
は
第
一
に
経
済
を
最
優
先
す
る
こ
と
に
主
眼
を
お
き
、
国
家
権
力
が
市
場
に
介
入
し
な
い
よ
う
に
し
て
お
く
こ
と
を

こ
と
さ
ら
重
視
す
る
。
だ
か
ら
、
国
家
は
最
小
限
の
役
割
し
か
果
た
さ
な
い
で
よ
い
と
考
え
る
。
治
安
と
国
防
を
保
障
す
る
こ
と
、
必

要
最
少
範
囲
内
で
市
場
を
側
面
援
助
す
る
こ
と
、
で
あ
る
。

　

社
会
主
義
は
経
済
が
社
会
的
、
政
治
的
な
現
実
を
規
定
す
る
、
と
考
え
る
。
し
た
が
っ
て
、
国
家
は
社
会
的
、
政
治
的
な
正
義
と
平

等
の
達
成
に
方
向
づ
け
る
た
め
、
積
極
的
に
経
済
シ
ス
テ
ム
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
し
組
織
化
す
る
。

（
二
）
日
米
半
導
体
交
渉
の
軍
事
的
側
面

　

経
済
安
全
保
障
は
幅
広
い
概
念
を
有
し
て
い
る
。
こ
の
概
念
を
解
釈
・
操
作
す
る
、
様
々
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
そ
の
ア
プ
ロ
ー

チ
は
経
済
安
全
保
障
が
通
常
の
安
全
保
障
の
分
析
の
一
部
に
位
置
づ
け
ら
れ
る
の
で
、
多
様
な
ア
プ
ロ
ー
チ
が
あ
る
。
そ
の
ひ
と
つ
で

あ
る
伝
統
的
な
ア
プ
ロ
ー
チ
は
経
済
争
点
を
軍
事
上
の
安
全
保
障
に
結
び
つ
け
る
見
解
で
あ
る
。
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日
米
半
導
体
交
渉
過
程
は
日
米
貿
易
関
係
と
し
て
経
済
摩
擦
問
題
で
あ
る
と
捉
え
る
場
合
が
ほ
と
ん
ど
で
あ
る
。
し
か
し
そ
の
際
、

二
点
の
こ
と
に
注
意
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

第
一
に
経
済
安
全
保
障
は
国
内
外
の
政
治
（
ま
た
は
政
策
）
の
問
題
に
つ
な
が
っ
て
い
る
。
次
に
、
半
導
体
技
術
は
軍
事
・
国
防
問

題
に
直
結
す
る
。
半
導
体
は
、
経
済
上
の
製
品
で
あ
る
と
同
時
に
、
軍
事
上
の
先
端
最
新
技
術
で
あ
り
、
国
家
の
軍
事
上
の
安
全
保
障

と
密
接
に
関
わ
っ
て
お
り
、
そ
の
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
自
国
の
国
際
政
治
上
、
国
防
上
の
不
可
欠
な
技
術
で
あ
る
こ
と
で
あ
る
。
そ
れ

は
他
国
の
技
術
に
依
存
し
た
く
な
い
事
情
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
最
新
の
軍
事
技
術
は
自
国
企
業
で
生
産
さ
せ
る
の
が
国
防

上
の
安
全
保
障
に
か
な
っ
て
い
る
。
日
米
経
済
摩
擦
は
、
経
済
で
当
時
「
敗
北
」
し
た
米
国
企
業
が
米
国
政
権
を
通
じ
て
日
本
側
に
政

治
的
圧
力
を
行
使
し
た
結
果
で
も
あ
る
。
だ
か
ら
、
そ
れ
は
「
経
済
摩
擦
」
だ
け
で
な
く
、「
政
治
摩
擦
」
で
も
あ
る
﹇
石
川
、
一
九
九

五：

第
一
部
一
一
﹈。

　

世
界
を
リ
ー
ド
す
る
経
済
力
と
経
済
能
力
は
軍
事
能
力
を
定
義
づ
け
る
。
な
か
で
も
、
現
代
の
軍
事
力
の
基
礎
は
最
先
端
の
軍
事
技

術
を
い
か
に
確
保
で
き
る
か
で
あ
る
。
巨
大
な
兵
力
だ
け
を
所
持
す
る
こ
と
だ
け
で
は
十
分
と
は
言
え
な
く
な
っ
て
い
る
。
軍
隊
に
よ

る
軍
事
的
効
果
や
政
治
的
有
用
性
は
先
端
科
学
技
術
を
所
持
す
る
か
否
か
で
決
定
す
る
。
軍
事
上
の
効
用
性
は
技
術
の
開
発
と
そ
の
質

が
問
わ
れ
る
こ
と
を
意
味
す
る
。
例
え
ば
、
日
本
の
先
端
の
ハ
イ
テ
ク
技
術
に
依
存
す
る
こ
と
は
、
自
国
の
安
全
保
障
上
極
め
て
不
安

定
要
素
を
抱
え
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
は
国
防
上
の
安
全
保
障
に
お
い
て
死
活
問
題
を
意
味
す
る
。
し
た
が
っ
て
、「
経
済
安
全
保
障

の
ジ
レ
ン
マ
」
に
陥
る
。
言
い
換
え
れ
ば
、
あ
る
国
は
自
ら
が
直
面
す
る
脅
威
に
お
い
て
他
国
に
技
術
を
依
存
す
る
運
命
に
あ
る
、
と

言
え
る
。
自
国
の
先
端
軍
事
シ
ス
テ
ム
は
先
進
技
術
立
国
と
の
協
議
・
提
携
・
協
力
を
否
応
な
く
強
い
ら
れ
る
こ
と
意
味
す
る
か
ら
で

あ
る
。
そ
の
結
果
、
自
国
の
主
導
権
が
著
し
く
低
下
す
る

Sheehan,2005:71

﹇                 
﹈。
防
衛
を
決
定
す
る
ハ
イ
テ
ク
産
業
が
衰
退
し
、
そ
の

技
術
を
外
国
企
業
に
依
存
し
な
け
れ
ば
な
い
の
は
米
国
側
の
弱
点
を
露
呈
す
る
こ
と
に
も
な
る
。
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国
家
は
防
衛
産
業
を
支
援
す
る
こ
と
で
そ
の
弱
点
を
克
服
し
よ
う
と
す
る
が
、
防
衛
産
業
部
門
へ
の
支
援
を
低
下
す
れ
ば
、
他
国
と

の
経
済
的
、
技
術
的
な
競
争
力
を
弱
体
化
さ
せ
る
か
も
し
れ
な
い
。
国
家
的
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
製
品
（
例：

国
防
先
端
技
術
製
品
）

は
、
自
国
の
軍
事
上
の
安
全
保
障
に
お
い
て
、
政
府
の
支
配
下
に
あ
る
べ
き
で
、
国
際
経
済
競
争
に
は
な
じ
ま
な
い
製
品
・
技
術
で
あ

る
か
も
し
れ
な
い

Sheehan,2005:71

﹇                 
﹈。

（
三
）
地
経
済
的
視
点

　

冷
戦
終
了
前
後
に
登
場
し
た
経
済
と
軍
事
・
政
治
の
安
全
保
障
に
関
係
す
る
視
点
が
あ
る
。
そ
れ
は
地
経
済
的
な
立
場
か
ら
「
経
済

的
ア
ジ
ェ
ン
ダ
」
と
し
て
記
述
さ
れ
る
場
合
が
あ
る
。
政
府
は
、
そ
れ
を
経
済
成
長
や
国
民
福
利
に
資
す
る
条
件
と
は
考
え
ず
、
経
済

的
能
力
を
国
家
に
有
用
な
政
策
手
段
と
軍
事
力
と
し
て
活
用
す
る
こ
と
を
優
先
す
る
。
確
か
に
、
冷
戦
期
に
は
軍
事
的
対
決
、
軍
拡
競

争
、
軍
事
上
の
安
全
保
障
優
先
に
よ
っ
て
特
徴
づ
け
ら
れ
た
、
い
わ
ば
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
外
交
観
で
あ
る
。
冷
戦
後
、
多
く
の
リ
ア
リ
ス

ト
は
、
軍
事
的
脅
威
・
対
決
で
明
ら
か
な
そ
の
削
減
に
直
面
し
、
そ
の
分
を
経
済
領
域
に
考
え
方
を
移
行
し
て
い
る
。
単
純
化
し
て
地

経
済
的
な
立
場
で
述
べ
れ
ば
、
経
済
を
軍
事
に
代
替
し
た
だ
け
の
こ
と
で
あ
る
。

　

S
・
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
は
、
大
国
間
の
軍
事
紛
争
が
起
こ
り
う
る
世
界
に
お
い
て
、
経
済
力
が
国
家
の
優
位
を
決
す
る
重
要
な
要
因
に

な
る
、
と
述
べ
て
い
る
﹇
ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
一
九
九
八；

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
二
〇
〇
〇
﹈。
軍
事
対
決
が
不
在
と
な
れ
ば
、
経
済
的
規
準
が
国

際
社
会
で
当
該
国
の
序
列
を
決
定
す
る
。
つ
ま
り
、
い
わ
ば
経
済
競
争
は
他
の
手
段
に
よ
る
「
戦
争
」
と
み
な
さ
れ
る
。
ハ
ン
チ
ン
ト

ン
は
日
米
貿
易
を
例
に
し
て
自
説
を
展
開
す
る
。
日
本
の
戦
略
は
経
済
戦
争
と
い
う
戦
略
を
基
本
方
針
と
す
る
。
日
本
は
戦
略
や
行
動

す
べ
て
に
日
米
間
の
対
立
を
想
定
し
て
い
る
、
と
論
じ
る
。
地
経
済
的
視
点
で
は
、
貿
易
赤
字
は
望
ま
れ
な
い
。
な
ぜ
な
ら
、
そ
れ
は

国
内
の
雇
用
へ
の
影
響
の
た
め
で
な
く
、
国
家
が
商
品
や
金
融
の
輸
入
に
依
存
す
る
か
ら
で
あ
る
。
し
た
が
っ
て
、
対
外
的
な
脅
威
に
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は
弱
点
と
な
る
か
ら
で
あ
る

Sheehan,2005:71

﹇                 
﹈。

　

国
家
は
他
国
の
軍
事
力
に
対
し
て
自
国
の
軍
事
力
を
測
定
し
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
し
て
他
国
が
支
配
す
る
資
源
・
技
術
に
依
存
す

る
度
合
い
を
最
小
化
し
て
お
き
た
い
。
な
ぜ
な
ら
、
こ
の
論
理
に
よ
れ
ば
、
自
国
の
運
命
が
他
国
と
の
経
済
的
な
関
係
に
束
縛
さ
れ
る

の
で
は
、
国
家
は
自
国
の
独
立
性
を
危
う
く
す
る
の
で
そ
の
こ
と
を
回
避
し
た
い
、
と
考
え
る
の
は
当
然
で
あ
る
。
そ
の
点
で
は
、
国

家
は
国
際
関
係
の
帰
結
を
予
測
で
き
そ
う
に
な
い
た
め
、
実
際
、
現
実
的
で
は
な
い
に
し
て
も
、
経
済
的
な
相
互
依
存
を
歓
迎
す
べ
き

で
は
な
い
。
し
か
し
、
そ
れ
が
現
在
で
は
不
可
能
な
の
で
、
可
能
な
か
ぎ
り
主
導
権
を
確
保
し
て
お
き
た
い
。
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
と
需

要
・
供
給
の
経
済
的
依
存
に
と
り
わ
け
関
心
を
も
た
せ
る
。

　

地
経
済
的
思
考
に
は
、
貿
易
が
ゼ
ロ
・
サ
ム
の
関
係
を
促
進
す
る
し
、
他
国
に
対
し
て
自
国
の
相
対
的
凋
落
と
い
う
「
脅
威
」
に
関

連
す
る
要
因
を
強
調
す
る
。
国
際
政
治
と
の
関
係
に
お
い
て
、
経
済
的
対
決
・
保
護
の
推
進
は
国
家
の
安
全
保
障
を
左
右
す
る
。
そ
れ

は
重
要
な
政
策
上
の
意
味
を
も
つ

Sheehan,2005:72

﹇                 
﹈。

　

冷
戦
終
了
の
結
果
は
経
済
自
由
主
義
に
よ
る
世
界
支
配
を
も
た
ら
し
た
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は
グ
ロ
ー
バ
ル
経
済
を
特
徴
づ
け
る

世
界
を
徐
々
に
形
成
し
て
き
た
。
国
際
社
会
は
、
商
品
、
資
本
、
サ
ー
ビ
ス
、
人
々
の
移
動
を
可
能
に
す
る
た
め
で
き
る
だ
け
制
約
を

な
く
す
状
況
の
達
成
を
促
進
し
て
き
た
。
予
見
可
能
な
将
来
像
と
し
て
、
何
が
経
済
安
全
保
障
で
あ
る
か
の
論
争
を
、
そ
し
て
安
全
保

障
の
幅
広
い
意
味
の
場
所
を
支
配
す
る
の
は
、
経
済
自
由
主
義
的
な
ア
ジ
ェ
ン
ダ
で
あ
る
。
自
由
主
義
的
視
点
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
強

調
す
べ
き
は
制
約
を
な
く
し
た
、
ひ
と
つ
に
な
っ
た
グ
ロ
ー
バ
ル
市
場
が
達
成
さ
れ
る
こ
と
で
あ
る
。
安
全
保
障
の
幅
広
い
ア
プ
ロ
ー

チ
の
文
脈
に
お
い
て
、
経
済
的
安
全
保
障
の
概
念
は
、
安
全
保
障
の
文
脈
内
で
の
分
析
の
た
め
に
、
国
際
関
係
の
解
明
す
べ
き
分
野
に

適
用
さ
れ
る

Sheehan,2005:67

﹇                 
﹈。
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二
�
一
九
七
〇
年
代
か
ら
一
九
九
〇
年
代
に
か
け
て
の
日
米
経
済
摩
擦
の
概
要

　　

一
九
七
〇
年
代
米
国
経
済
は
、
ベ
ト
ナ
ム
戦
争
に
よ
る
巨
額
の
出
費
、
西
側
諸
国
の
経
済
力
の
成
長
に
よ
っ
て
、
米
国
の
国
際
競
争

力
が
相
対
的
に
低
下
し
た
結
果
、
一
九
七
一
年
八
月
ニ
ク
ソ
ン
政
権
は
ド
ル
と
金
の
交
換
停
止
措
置
（
い
わ
ゆ
る
ド
ル
防
衛
）
を
発
表

し
た
。
外
国
為
替
レ
ー
ト
は
固
定
相
場
制
か
ら
変
動
相
場
制
に
移
行
し
、
そ
の
結
果
円
高
が
進
行
し
た
。
当
時
、
米
国
は
日
本
国
内
へ

の
輸
出
制
限
の
撤
廃
を
要
求
し
始
め
た
。
日
本
政
府
は
輸
出
・
投
資
の
自
由
化
を
促
進
す
る
が
、
円
高
は
日
本
の
輸
出
産
業
に
打
撃
を

与
え
た
。
し
か
し
、
企
業
努
力
も
あ
っ
て
国
際
競
争
力
を
回
復
さ
せ
た
ば
か
り
か
、
一
九
七
〇
年
代
初
頭
日
本
は
国
民
総
生
産
（
G
N

P
）
で
は
英
国
、
西
ド
イ
ツ
、
フ
ラ
ン
ス
を
追
い
抜
い
た
。
一
九
七
〇
年
代
の
二
回
の
石
油
危
機
に
よ
る
原
油
価
格
の
上
昇
も
省
エ
ネ

ル
ギ
ー
で
克
服
し
、
さ
ら
に
国
際
競
争
力
を
強
化
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
米
国
経
済
は
悪
化
す
る
。
レ
ー
ガ
ン
政
権
の
経
済
政
策
は
米

国
に
消
費
経
済
（
＝
借
金
経
済
）
を
選
択
さ
せ
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
は
財
政
と
貿
易
の
双
子
の
赤
字
を
抱
え
込
む
こ
と
に
な
る
。
そ

の
対
外
負
債
の
大
部
分
は
日
本
へ
の
債
務
で
あ
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
前
半
レ
ー
ガ
ン
政
権
は
大
幅
な
減
税
措
置
を
採
用
し
、
そ
れ
に
よ
っ
て
景
気
浮
揚
を
企
図
し
た
が
、
財
政
と
貿
易
の

双
子
の
赤
字
を
い
っ
そ
う
膨
ら
ま
せ
る
結
果
と
な
っ
た
。
財
政
赤
字
が
拡
大
す
る
中
、
米
国
民
は
貯
蓄
を
超
え
た
資
金
需
要
を
発
生
さ

せ
、
財
政
を
外
国
か
ら
の
借
金
で
賄
う
こ
と
に
な
っ
た
。
同
時
期
日
本
は
財
政
を
厳
し
く
抑
制
し
た
た
め
、
需
要
が
抑
え
ら
れ
て
国
内

の
貯
蓄
が
充
分
に
活
用
さ
れ
ず
に
そ
の
資
金
が
米
国
に
流
出
し
た
。
そ
の
結
果
、
一
九
八
〇
年
代
半
ば
日
本
は
世
界
最
大
の
債
権
国
と

な
っ
た
。

　

一
九
八
〇
年
代
後
半
の
日
米
貿
易
摩
擦
は
半
導
体
を
め
ぐ
る
貿
易
問
題
を
典
型
例
と
す
る
。
一
九
八
六
年
日
本
の
半
導
体
販
売
は
世

界
の
半
導
体
市
場
に
お
い
て
ト
ッ
プ
に
な
っ
た
。
一
九
八
六
年
日
米
半
導
体
協
定
で
は
、
米
国
製
品
の
参
入
、
日
本
製
品
の
輸
出
価
格
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の
自
主
規
制
・
監
視
が
争
点
と
な
っ
た
。
日
本
側
は
五
〇
〇
億
ド
ル
を
超
え
る
貿
易
黒
字
と
円
高
の
た
め
、
日
米
協
議
に
お
い
て
、
日

本
側
の
努
力
（
目
標
）
を
盛
り
込
ん
だ
協
定
に
合
意
し
た
。

　

一
九
八
六
年
日
米
両
政
府
は
半
導
体
協
定
を
締
結
す
る
が
、
注
目
す
べ
き
は
単
に
対
米
輸
出
規
制
だ
け
な
く
、
日
本
へ
の
米
国
か
ら

の
輸
出
も
問
題
視
さ
れ
た
。
米
国
は
日
本
へ
の
市
場
開
放
を
要
求
す
る
。
他
分
野
（
工
作
機
械
、
電
気
通
信
機
器
な
ど
）
で
も
、
日
米

経
済
関
係
で
対
立
が
生
じ
た
。
米
国
は
金
融
市
場
で
の
自
由
化
を
要
求
し
た
。
米
国
は
、
そ
れ
ま
で
の
要
求
と
異
な
り
、
日
本
の
市
場

開
放
を
構
造
的
な
形
で
要
求
し
始
め
た
。
そ
の
背
景
に
は
一
九
八
〇
年
代
を
通
じ
て
、
日
本
は
大
幅
な
貿
易
黒
字
を
達
成
し
、
米
国
は

大
幅
な
赤
字
を
経
験
し
た
事
情
が
あ
る
。
こ
れ
は
日
米
間
の
貿
易
問
題
だ
け
で
は
な
か
っ
た
。
こ
れ
は
自
国
の
経
済
的
な
国
益
を
ど
の

よ
う
に
捉
え
る
か
と
い
う
本
質
的
な
姿
勢
の
ち
が
い
を
示
す
こ
と
に
な
る
。
日
米
半
導
体
交
渉
は
日
米
通
商
関
係
の
転
換
点
と
な
っ
た

の
で
あ
る
﹇
大
屋
根
、
二
〇
〇
一：
第
四
、
五
、
七
、
九
章
参
照
﹈。

　

日
米
経
済
の
差
は
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
を
生
じ
さ
せ
、
米
国
は
日
本
に
構
造
改
革
を
要
求
し
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
に

か
け
て
協
議
が
な
さ
れ
る
こ
と
が
度
々
あ
っ
た
。
米
国
は
貿
易
促
進
や
市
場
開
放
と
い
う
貿
易
摩
擦
と
な
る
原
因
だ
け
で
な
く
、
日
本

の
土
地
・
流
通
・
生
活
環
境
の
改
善
な
ど
ま
で
広
範
囲
の
論
点
を
採
り
上
げ
た
。
日
本
流
の
経
済
運
営
は
貿
易
の
不
均
衡
を
生
む
と
同

時
に
、
米
国
企
業
の
日
本
進
出
を
阻
む
と
見
な
さ
れ
た
。
ま
た
、
米
国
は
構
造
協
議
に
よ
っ
て
政
策
転
換
を
求
め
る
世
論
を
喚
起
す
る

効
果
も
狙
っ
た
。
米
国
は
、
そ
の
企
図
を
日
米
二
国
間
だ
け
に
と
ど
ま
ら
ず
、
自
国
の
立
場
を
護
る
こ
と
を
主
張
し
た
。

　

米
国
政
府
は
日
本
の
輸
入
数
値
目
標
の
設
定
や
貿
易
黒
字
の
G
N
P
比
率
二
％
以
下
を
提
示
し
具
体
的
な
成
果
を
要
求
し
た
。
日
本

政
府
は
数
値
設
定
が
「
管
理
貿
易
」
で
あ
り
自
由
貿
易
に
反
す
る
と
し
、
具
体
的
数
値
を
明
示
す
る
こ
と
を
拒
否
し
た
。
実
際
に
努
力

目
標
が
達
成
目
標
と
な
り
、
協
定
を
遵
守
し
な
か
っ
た
こ
と
へ
の
報
復
と
し
て
、
他
分
野
（
小
型
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
カ
ラ
ー
テ
レ
ビ
、

電
動
工
具
な
ど
）
の
関
税
引
き
上
げ
を
招
く
経
緯
が
あ
っ
た
。
い
わ
ゆ
る
「
た
す
き
が
け
報
復
」
で
あ
る
。
米
国
議
会
は
対
日
貿
易
に
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通
商
法
三
〇
一
条
（
ス
ー
パ
ー
三
〇
一 
条 
）
を
適
用
し
、
一
方
的
な
措
置
を
強
行
し
よ
う
と
し
た
。

（
１
）

　

日
米
両
国
間
の
対
立
は
貿
易
で
の
不
協
和
音
だ
け
で
な
く
、
政
治
・
外
交
・
安
全
保
障
の
分
野
で
も
生
じ
る
こ
と
も
あ
っ
た
。
経
済

的
要
因
が
国
際
関
係
に
大
き
な
要
素
と
な
る
な
ら
、
日
米
の
政
治
経
済
関
係
は
変
質
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
。
つ
ま
り
、
従
来
、
戦

後
日
米
貿
易
摩
擦
が
生
じ
る
と
、
米
国
が
日
本
に
要
求
し
、
日
本
が
そ
れ
を
拒
否
し
、
そ
の
後
妥
協
を
図
る
と
い
う
シ
ナ
リ
オ
で
経
済

的
な
紛
争
を
処
理
し
て
き
た
。
そ
れ
が
変
更
せ
ざ
る
を
え
な
く
な
っ
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

三
�
日
米
半
導
体
摩
擦
の
経
緯

　
（
一
）
日
本
の
半
導
体
業
界
事
情
と
米
国
内
事
情
の
乖
離

　

半
導
体
は
一
九
五
〇
年
代
に
米
国
で
開
発
さ
れ
、
軍
事
・
宇
宙
な
ど
の
分
野
で
の
米
国
の
優
位
を
象
徴
と
す
る
技
術
で
あ
る
。

　

米
国
側
の
認
識
に
よ
れ
ば
、
日
本
の
半
導
体
産
業
は
日
本
政
府
に
よ
る
援
助
に
よ
り
発
展
し
た
﹇
タ
イ
ソ
ン
、
一
九
九
三：

第
四
章
参

照
﹈。
一
九
七
〇
年
代
中
期
以
降
、
日
本
の
半
導
体
市
場
は
公
的
に
保
護
さ
れ
て
き
た
。
例
え
ば
、
外
国
人
に
よ
る
日
本
企
業
の
株
式
取

得
制
限
、
高
関
税
・
輸
入
枠
、
認
可
・
許
可
・
登
録
の
義
務
づ
け
な
ど
で
あ
る
。
そ
れ
だ
け
で
な
く
、
日
本
政
府
は
積
極
的
に
特
定
業

界
を
助
成
し
、
産
業
界
と
共
同
開
発
な
ど
で
公
的
資
金
援
助
を
行
っ
て
い
た
。
ま
た
、
企
業
同
士
の
共
同
出
資
も
実
施
し
て
い
た
。
と

り
わ
け
、
日
本
政
府
の
育
成
・
保
護
政
策
は
、
D
R
A
M
市
場
で
は
有
効
な
効
果
を
も
た
ら
し
た
。

　

日
本
は
米
国
よ
り
も
半
導
体
の
技
術
開
発
が
遅
れ
た
が
、
一
九
七
〇
年
代
後
半
に
は
生
産
に
お
い
て
米
国
に
迫
り
、
一
九
七
八
年
に

は
半
導
体
貿
易
に
お
け
る
米
国
の
対
日
収
支
が
二
九
〇
〇
万
ド
ル
と
初
め
て
赤
字
に
な
っ
た
。
米
国
の
半
導
体
業
界
内
の
対
日
強
硬
派

六
社
は
一
九
七
七
年
に
米
国
半
導
体
工
業
会
（
S
I
A
）
を
設
立
し
、
日
本
の
輸
入
障
壁
や
政
府
補
助
金
問
題
を
取
り
上
げ
て
批
判
を

行
い
、
通
商
代
表
部
（
U
S
T
R
）
に
懸
念
を
表
明
し
た
。
し
か
し
当
初
、
米
国
政
府
は
消
極
的
な
対
応
で
あ
っ
た
。
一
九
八
六
年
半
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導
体
メ
ー
カ
ー
の
世
界
売
上
高
ラ
ン
キ
ン
グ
に
お
い
て
、
第
一
位
N
E
C
、
第
二
位
東
芝
、
第
三
位
日
立
製
作
所
が
占
め
る
事
態
に

至
っ
た
。

　

半
導
体
は
米
国
の
全
産
業
を
支
え
る
だ
け
で
な
く
、
安
全
保
障
上
の
関
心
も
あ
る
製
品
で
あ
る
。
米
国
の
国
防
総
省
は
半
導
体
を
日

本
企
業
に
依
存
す
れ
ば
、
安
全
保
障
上
の
足
枷
に
な
る
と
し
、
一
九
七
九
年
か
ら
「
超
高
速
集
積
回
路
開
発
（
V
H
S
I
C
）
計
画
」

に
三
億
ド
ル
を
投
入
し
て
い
た
。
半
導
体
貿
易
収
支
の
逆
転
な
ど
を
契
機
に
対
日
摩
擦
が
激
化
し
政
治
問
題
化
し
て
く
る
﹇
フ
ク
シ
マ
、

一
九
九
二：

二
一
九－
二
二
一
﹈。
一
九
八
五
年
S
I
A
は
米
国
議
会
合
同
経
済
委
員
会
に
お
い
て
、
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
を
批
判
す
る
報

告
書
を
提
出
し
た
。
米
国
の
半
導
体
が
欧
州
市
場
で
は
大
き
な
シ
ェ
ア
を
も
つ
の
に
、
日
本
市
場
で
は
わ
ず
か
な
シ
ェ
ア
し
か
な
い
不

公
平
性
を
激
し
く
非
難
し
た
。
同
年
米
国
下
院
は
米
国
製
半
導
体
の
日
本
市
場
へ
の
参
入
を
求
め
る
法
案
を
可
決
し
た
。
選
挙
を
意
識

す
る
た
め
米
国
議
会
議
員
は
自
分
た
ち
の
都
合
の
よ
い
論
理
で
対
日
批
判
を
繰
り
返
す
。
ま
た
、
米
国
企
業
側
か
ら
日
本
企
業
へ
の
提

訴
も
相
次
い
だ
。
こ
れ
ら
は
米
国
民
の
日
米
貿
易
へ
の
不
公
平
感
を
感
じ
さ
せ
る
。

　

当
時
日
本
側
は
事
態
の
原
因
が
米
国
側
の
事
実
誤
認
で
あ
り
、
通
商
法
三
〇
一
条
適
用
を
不
合
理
と
み
な
し
て
い
た
。
半
導
体
貿
易

は
関
税
が
撤
廃
さ
れ
て
お
り
、
輸
入
障
壁
も
不
在
な
の
で
、
政
府
間
交
渉
に
は
な
じ
ま
な
い
と
も
み
な
し
て
い
た
。
た
だ
、
日
本
政
府

（
特
に
当
時
の
通
産
省
）
は
日
米
関
係
の
観
点
か
ら
交
渉
の
場
に
取
り
組
ん
だ
の
で
あ
る
﹇
黒
田
、
一
九
八
九：

第
四
章
参
照
﹈。

　

米
国
の
通
商
政
策
を
決
定
す
る
メ
カ
ニ
ズ
ム
は
、
外
国
と
の
通
商
政
策
を
規
制
す
る
権
限
を
も
つ
米
国
議
会

E
low
itz,1992:88

﹇ 
   
             
﹈
の

「
保
護
主
義
的
な
色
彩
」
と
米
国
産
業
界
、
特
に
多
国
籍
企
業
に
掌
握
さ
れ
て
い
る
、
と
言
わ
れ
る
。
そ
れ
は
産
軍
複
合
体
を
形
成
し
、

経
済
的
利
益
を
軍
事
産
業
に
求
め
る
傾
向
が
あ
る
﹇
宮
田
、
二
〇
〇
六：
Ⅰ
参
照
﹈。
そ
の
構
造
は
日
本
の
民
間
需
要
を
中
心
と
す
る
産
業

界
と
は
異
な
る
性
格
で
あ
る
﹇
石
川
、
一
九
九
五：

第
一
部
四
﹈。

　

米
国
政
府
は
経
済
自
由
主
義
の
立
場
に
あ
る
よ
う
だ
が
、
米
国
議
会
に
は
保
護
主
義
的
な
色
彩
が
濃
厚
で
あ
り
、
日
本
側
に
厳
し
い
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態
度
で
臨
む
。
と
り
わ
け
議
会
議
員
・
候
補
者
の
選
挙
区
に
そ
う
い
っ
た
利
害
関
係
者
・
企
業
・
有
権
者
が
あ
る
場
合
、
米
国
議
員
は

そ
の
利
益
代
表
者
と
し
て
行
動
す
る
。
そ
う
す
る
と
貿
易
摩
擦
が
生
じ
た
場
合
、
米
国
政
府
は
米
国
議
会
の
対
日
批
判
や
対
日
保
護
立

法
を
抑
制
で
き
な
く
な
る
論
法
で
、
個
々
の
ケ
ー
ス
に
お
い
て
日
本
側
に
譲
歩
を
要
求
し
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
米
国
議
会
の
要
求
を

受
け
入
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
は
日
米
経
済

摩
擦
↓
米
国
側
か
ら
の
要
求
↓
日
本
側
の
譲
歩
と

い
う
構
図
で
あ
っ
た
。
こ
の
構
図
は
個
々
の
経
済

摩
擦
だ
け
で
な
く
、
政
治
・
軍
事
に
ま
で
の
日
米

関
係
に
も
適
用
で
き
る
﹇
古
田
、
二
〇
〇
三
参
照
﹈。

　

産
軍
複
合
体
の
中
核
的
存
在
で
あ
る
多
国
籍
企

業
が
巨
大
な
パ
ワ
ー
で
時
の
議
会
と
政
権
に
自
己

に
最
も
有
利
な
政
策
を
提
案
し
圧
力
を
行
使
す

る
。
そ
の
関
係
を
簡
単
に
説
明
す
れ
ば
、
図
表
２

の
よ
う
な
構
図
で
示
さ
れ
る
。

　

米
国
は
す
で
に
冷
戦
前
か
ら
国
際
競
争
力
を
喪

失
し
つ
つ
あ
っ
た
。
そ
れ
で
も
、
軍
事
経
済
的
色

彩
の
強
い
産
業
界
・
政
府
・
議
会
の
複
合
体
は
連

携
し
て
競
争
相
手
国
に
対
し
て
巻
き
返
し
の
意
図

を
も
っ
て
い
る
﹇
石
川
、
一
九
九
五：

四
二－

四
三
﹈。 
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図表２：米国の産業・政府・議会複合体の関係



（
二
）
米
国
政
府
の
意
図
と
行
動

　

一
九
八
五
年
一
月
日
米
首
脳
会
議
で
は
、
日
米
間
の
経
常
収
支
の
不
均
衡
を
是
正
す
る
た
め
に
は
輸
出
規
制
よ
り
も
輸
入
拡
大
が
重

要
で
あ
る
と
の
合
意
が
形
成
さ
れ
た
﹇
経
済
社
会
総
合
研
究
所
、
第
四
章
第
五
節；

関
下
、
一
九
九
六：

第
二
章
参
照
﹈。「
特
に
重
要
な
分
野

に
お
け
る
特
別
に
緊
急
な
努
力
」
の
具
体
化
策
と
し
て
、
電
気
通
信
、
医
薬
品
・
医
療
機
器
、
エ
レ
ク
ト
ニ
ク
ス
、
林
産
業
の
四
分
野

に
関
す
る
「
市
場
重
視
型
個
別
分
野
（M

arket-O
riented,Sector-Selective

T
a

 
       
                           
 lks:M

O
SS

      
 
  

）
が
設
置
さ
れ
た
。
同
年
九
月
報
告
書

に
お
い
て
、
日
本
市
場
の
開
放
に
関
す
る
改
善
措
置
が
新
た
な
市
場
へ
の
参
入
機
会
の
提
供
が
確
認
さ
れ
た
。

　

M
O
S
S
協
議
は
、
米
国
の
貿
易
赤
字
が
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
ド
ル
高
に
よ
る
と
い
う
非
難
に
対
し
て
、
そ
の
原
因
が
日
本
市
場

の
閉
鎖
性
に
あ
る
と
す
る
、
米
国
政
権
に
と
っ
て
は
都
合
の
よ
い
論
理
を
採
択
し
た
。
米
国
側
は
、「
米
国
が
競
争
力
を
も
ち
な
が
ら

対
日
輸
出
が
増
加
し
な
い
」
の
は
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
と
主
張
し
続
け
た
。
要
す
る
に
、
米
国
は
実
力
が
あ
り
な
が
ら
、
対
日
輸
出
が

増
加
し
な
い
の
は
日
本
側
に
不
公
平
な
扱
い
を
受
け
て
い
る
た
め
で
あ
る
、
と
根
拠
づ
け
よ
う
と
す
る
。

　

一
九
八
五
年
夏
ご
ろ
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
自
由
貿
易
の
立
場
か
ら
新
し
い
通
商
政
策
（「
通
商
政
策
行
動
計
画
」）
に
方
針
転
換
し
た
。

こ
の
政
策
は
「
不
公
正
」
な
貿
易
摩
擦
の
解
消
を
め
ざ
し
、
そ
の
た
め
の
省
庁
間
か
ら
な
る
「
攻
撃
部
隊
（strike

force

            
）」
を
設
置

し
た
。
そ
の
設
置
は
、
米
国
内
で
は
交
渉
担
当
者
で
あ
る
U
S
T
R
へ
の
圧
力
と
な
り
、
同
時
に
日
本
政
府
へ
の
強
い
警
告
と
な
っ
た
。

　

米
国
側
が
採
用
し
た
戦
術
は
各
分
野
に
お
い
て
米
国
の
個
別
成
果
を
段
階
的
に
追
加
し
て
、
政
府
権
限
が
そ
の
時
点
で
お
よ
ぶ
範
囲

で
ひ
と
つ
ず
つ
日
本
側
か
ら
改
善
（
＝
米
国
側
の
利
益
）
を
勝
ち
取
る
「
積
み
上
げ
方
式
」
で
あ
っ
た
。
実
際
に
一
九
八
六
年
に
は
さ

き
の
四
分
野
に
輸
送
機
器
（
自
動
車
部
品
）
が
加
え
ら
れ
た
。
日
米
半
導
体
交
渉
は
こ
の
よ
う
な
米
国
側
の
一
貫
し
た
意
図
の
も
と
で

の
一
分
野
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
、
米
国
側
は
一
点
突
破
か
ら
全
面
展
開
を
企
て
る
方
針
に
変
更
す
る
。
す
な
わ
ち
、
一
九
八
九
年
日
米

構
造
協
議
（StructuralIm

pedim
ents

Initiative:S

             
     
                  II   
）
で
は
、
分
野
別
か
ら
一
括
し
た
形
で
日
米
間
交
渉
が
開
始
さ
れ
、
政
府
間
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交
渉
に
適
さ
な
い
テ
ー
マ
ま
で
協
議
の
対
象
と
な
る
（
例：

日
本
の
貯
蓄
投
資
、
商
慣
行
等
）。

　

そ
の
事
態
の
変
化
に
日
本
側
は
ど
う
対
応
で
き
た
で
あ
ろ
う
か
。
半
導
体
交
渉
に
お
い
て
は
、
日
本
側
担
当
者
は
与
党
自
民
党
の
有

力
政
治
家
で
な
く
通
産
省
（
当
時
）
の
官
僚
が
担
当
し
た
。
通
産
省
は
半
導
体
分
野
で
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
の
形
で
個
々
の
事
例
を
狙
い

撃
ち
さ
れ
る
よ
り
、
日
米
間
で
「
公
正
な
価
格
」
を
決
定
し
た
ほ
う
が
リ
ス
ク
を
減
ら
せ
る
、
と
消
極
的
に
判
断
し
た
。
た
だ
、
通
産

省
も
米
国
側
も
半
導
体
業
界
で
は
激
し
い
変
化
が
あ
り
、
そ
う
簡
単
に
半
導
体
分
野
を
コ
ン
ト
ロ
ー
ル
で
き
な
い
こ
と
へ
の
認
識
が
な

か
っ
た
。
だ
か
ら
、
米
国
側
の
期
待
し
た
通
産
省
に
よ
る
行
政
指
導
は
米
国
の
企
図
す
る
効
果
を
も
た
ら
す
か
ど
う
か
は
「
空
手
形
」

で
あ
り
、
そ
れ
自
体
が
不
透
明
で
あ
っ
た
。

（
三
）「
秘
密
文
書
」
を
め
ぐ
る
日
米
間
の
思
惑
の
ち
が
い

　

一
九
八
五
年
日
米
半
導
体
交
渉
で
は
、
日
米
両
国
の
担
当
者
間
で
激
し
い
攻
防
が
一
年
続
き
、
一
九
八
六
年
九
月
日
米
両
政
府
は
協

定
に
調
印
し
た
。
結
果
、
日
本
政
府
は
国
内
市
場
で
外
国
製
半
導
体
の
販
売
に
協
力
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。
日
米
半
導
体
協
定
は
以
下

の
骨
子
で
締
結
さ
れ
た
﹇
経
済
社
会
総
合
研
究
所
、
第
一
部
第
四
章
第
四
節
﹈。

　

①
日
本
市
場
に
お
け
る
外
国
系
半
導
体
の
市
場
参
入
機
会
を
拡
大
す
る
。

　

②
日
本
政
府
は
、
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
事
前
に
防
止
す
る
た
め
、
米
国
及
び
第
三
国
向
け
に
輸
出
さ
れ
る
半
導
体
の
輸
出
価
格
等
を
モ
ニ

タ
リ
ン
グ
す
る
。

　

③
米
国
政
府
は
進
行
中
の
反
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
を
中
断
す
る
。

　

米
国
側
は
日
米
半
導
体
協
定
を
米
国
議
会
の
保
護
主
義
的
な
圧
力
を
利
用
し
て
、
日
本
側
に
一
方
的
に
要
求
を
突
き
付
け
る
手
法
で

自
分
た
ち
に
有
利
に
展
開
さ
せ
よ
う
と
し
た
。
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こ
の
協
定
に
は
「
秘
密
文
書
」
が
存
在
し
た
。
協
定
本
文
以
外
の
秘
密
の
文
言
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。「
日
本
市
場
に
お

け
る
外
国
製
半
導
体
の
シ
ェ
ア
二
〇
％
に
す
る
こ
と
を
米
国
の
半
導
体
業
界
が
期
待
し
、
そ
れ
を
日
本
政
府
が
認
識
し
歓
迎
す
る
」、

と
。
日
本
政
府
は
二
〇
％
を
保
証
、
約
束
す
る
と
は
明
記
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
確
約
さ
れ
た
も
の
と
し
そ
の
実
現
を

要
求
し
た
。
一
九
九
一
年
新
し
い
協
定
に
は
、
本
文
中
に
そ
の
二
〇
％
が
記
述
さ
れ
て
い
る
。「
日
本
政
府
は
外
国
系
半
導
体
の
シ
ェ

ア
が
一
九
九
二
年
末
ま
で
に
二
〇
％
を
超
え
る
と
の
期
待
を
米
国
の
業
界
が
持
っ
て
い
る
こ
と
を
認
識
し
、
こ
の
期
待
が
実
現
さ
れ
う

る
と
考
え
る
。
…
両
政
府
は
外
国
系
半
導
体
の
シ
ェ
ア
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を
合
意
す
る
」。

　

こ
の
数
値
を
め
ぐ
っ
て
日
米
両
政
府
に
よ
る
解
釈
の
相
違
が
論
議
の
的
と
な
っ
た
。
そ
の
輸
入
量
の
数
値
が
保
証
さ
れ
る
も
の
か
、

そ
れ
と
も
努
力
目
標
で
し
か
な
い
の
か
で
、
ま
っ
た
く
異
な
っ
た
解
釈
が
な
さ
れ
た
。
そ
の
段
階
で
も
、
日
本
政
府
は
そ
れ
を
約
束
で

な
く
努
力
目
標
と
し
か
理
解
し
な
か
っ
た
。
U
S
T
R
は
そ
れ
が
日
米
両
政
府
の
期
待
を
表
わ
し
法
的
拘
束
力
あ
る
も
の
と
解
釈
し
た
。

　

輸
出
入
の
数
値
目
標
は
自
由
貿
易
に
反
す
る
。
米
国
は
そ
れ
を
「
管
理
貿
易
」
で
あ
る
と
充
分
に
知
り
な
が
ら
、
な
ぜ
数
値
目
標
を

日
本
に
突
き
つ
け
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

　

一
九
七
〇
年
代
通
産
省
は
日
本
で
は
ま
だ
「
幼
稚
産
業
」
で
あ
る
半
導
体
産
業
を
積
極
的
に
保
護
、
育
成
し
た
。
一
九
八
〇
年
代
日

本
の
半
導
体
企
業
は
D
R
A
M
と
呼
ば
れ
る
半
導
体
の
大
量
生
産
に
成
功
し
た
。
D
R
A
M
は
情
報
を
蓄
え
る
機
能
を
持
ち
、
様
々
な

工
業
製
品
に
使
用
さ
れ
た
。
日
本
企
業
は
安
価
で
高
品
質
な
製
品
を
市
場
に
供
給
し
、
米
国
企
業
の
製
品
を
市
場
か
ら
後
退
さ
せ
て
し

ま
っ
た
。
そ
の
結
果
、
日
米
の
半
導
体
市
場
の
シ
ェ
ア
は
一
九
八
五
年
以
降
、
そ
の
関
係
は
逆
転
状
態
に
な
っ
た
。
そ
の
た
め
米
国
の

半
導
体
産
業
が
衰
退
す
る
と
懸
念
さ
れ
た
。
世
界
市
場
に
お
け
る
シ
ェ
ア
で
は
、
一
九
八
三
年
に
は
米
国
は
五
〇
％
弱
、
日
本
は
四
〇

％
で
あ
っ
た
も
の
が
、
一
九
八
七
年
に
は
米
国
四
〇
％
弱
、
日
本
五
〇
％
と
ま
っ
た
く
立
場
が
入
れ
替
わ
っ
て
し
ま
っ
た
。
米
国
製
品

は
日
本
市
場
で
ほ
と
ん
ど
伸
び
な
か
っ
た
。
さ
ら
に
、
半
導
体
は
軍
事
産
業
か
ら
生
み
出
さ
れ
た
製
品
で
あ
る
だ
け
に
、
日
本
製
品
に
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依
存
す
る
こ
と
は
米
国
の
国
防
上
重
大
な
懸
念
材
料
で
も
あ
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

四
�
米
国
の
強
硬
態
度
、
日
本
の
防
御
姿
勢

　
（
一
）
米
国
政
府
に
よ
る
対
日
戦
略

　

政
府
の
民
間
産
業
育
成
へ
の
方
式
は
、
米
国
で
は
政
府
主
導
で
輸
入
拡
大
に
向
け
て
介
入
す
る
手
法
と
し
て
採
用
さ
れ
、
そ
の
こ
と

で
日
本
が
受
け
身
の
立
場
に
な
る
。
こ
の
交
渉
を
契
機
に
米
国
は
目
標
を
設
定
し
、
輸
入
拡
大
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
。
こ
れ
は

自
由
貿
易
体
制
か
ら
か
け
離
れ
る
こ
と
に
な
る
。
そ
れ
ま
で
何
か
貿
易
摩
擦
が
あ
れ
ば
、
日
本
が
自
主
規
制
し
問
題
解
決
を
図
っ
て
き

た
。
半
導
体
交
渉
以
降
、
米
国
政
府
は
日
本
政
府
へ
数
値
目
標
を
設
定
し
、
輸
入
拡
大
を
求
め
る
方
針
に
変
更
し
た
。
こ
れ
が
米
国
の

対
日
通
商
戦
略
と
な
る
。

　

一
九
八
五
年
米
国
は
対
日
貿
易
赤
字
が
拡
大
し
債
務
国
に
な
る
。
一
九
八
五
年
九
月
米
国
政
府
は
通
商
法
三
〇
一
条
の
発
動
を
「
脅

し
」
の
材
料
に
使
う
戦
術
を
開
始
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
突
破
口
と
し
て
日
本
の
半
導
体
市
場
の
開
放
を
念
頭
に
置
い
て
い
た
。

　

一
九
八
五
年
六
月
S
I
A
は
、「
日
本
市
場
が
開
放
さ
れ
て
い
れ
ば
、
米
国
製
品
は
そ
の
三
〇
％
を
確
保
で
き
る
は
ず
だ
」、
と
強
硬

に
主
張
し
て
い
た
。
彼
ら
は
通
商
法
三
〇
一
条
に
基
づ
き
提
訴
し
た
。
そ
れ
が
発
動
さ
れ
る
と
、
報
復
関
税
、
市
場
か
ら
の
締
め
出
し

な
ど
で
日
本
か
ら
の
輸
出
に
打
撃
を
与
え
る
。
そ
こ
で
、
半
導
体
業
界
を
管
轄
す
る
通
産
省
機
械
情
報
産
業
局
を
中
心
に
対
策
が
講
じ

ら
れ
た
。
当
時
、
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
や
ユ
ー
ザ
ー
は
米
国
製
の
高
価
で
質
の
悪
い
半
導
体
を
購
入
で
き
な
い
、
と
米
国
に
反
論

し
て
い
た
。
通
産
省
は
日
米
両
国
の
業
界
の
会
合
を
開
催
し
た
。
米
国
は
さ
ら
な
る
攻
撃
を
か
け
て
く
る
。
米
国
企
業
が
日
本
企
業
の

ダ
ン
ピ
ン
グ
の
証
拠
を
根
拠
に
提
訴
し
た
。
そ
れ
は
「
競
争
相
手
よ
り
常
に
一
〇
％
値
引
き
す
る
よ
う
に
指
示
し
、
し
か
も
勝
利
す
る

ま
で
価
格
を
戻
さ
な
い
」
と
す
る
内
容
で
あ
る
。
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一
九
八
五
年
六
月
か
ら
九
月
ま
で
米
国
企
業
の
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
は
続
い
た
。
一
二
月
米
国
政
府

が
行
動
を
開
始
し
た
。
企
業
の
提
訴
と
は
別
に
、
米
国
政
府
は
ダ
ン
ピ
ン
グ
調
査
を
決
定
し
た
。
こ

れ
は
米
国
政
府
の
重
大
な
決
意
を
示
す
も
の
で
あ
る
。
通
産
省
は
こ
れ
ま
で
通
り
に
政
府
間
交
渉
で

解
決
す
る
方
針
で
あ
っ
た
。
米
国
は
三
〇
一
条
を
盾
に
市
場
開
放
を
要
求
し
た
。
日
本
側
は
自
由
貿

易
を
主
張
し
、
輸
入
の
具
体
的
数
値
を
言
明
し
な
か
っ
た
。
そ
こ
で
、
米
国
側
交
渉
団
は
ひ
と
つ
の

取
引
を
持
ち
出
し
た
。
そ
れ
は
米
国
か
ら
「
一
時
的
取
消
協
定
（suspension

agreem
ent

                 
   
）」
で

あ
る
。
こ
れ
は
米
国
で
の
司
法
取
引
に
類
似
す
る
も
の
で
、
今
後
日
本
が
ダ
ン
ピ
ン
グ
を
行
わ
な
い

条
件
に
提
訴
を
取
り
下
げ
、
そ
の
代
わ
り
に
米
国
製
品
の
シ
ェ
ア
を
拡
大
す
る
対
応
策
を
日
本
側
が

講
じ
れ
ば
、
三
〇
一
条
を
発
動
し
な
い
と
い
う
一
括
取
引
と
い
え
る
内
容
で
あ
っ
た
（
図
表
3
参

照
）。

（
二
）
日
本
側
の
譲
歩
（
＝
約
束
？
）

　

ダ
ン
ピ
ン
グ
課
税
が
実
施
さ
れ
れ
ば
、
日
本
製
品
の
輸
出
は
深
刻
な
打
撃
を
受
け
て
米
国
市
場
か
ら
排
除
さ
れ
か
ね
な
い
。
日
本
企

業
は
通
産
省
に
保
護
を
求
め
た
。
通
産
省
は
大
手
半
導
体
メ
ー
カ
ー
を
集
め
対
応
策
を
協
議
し
た
。
そ
の
中
で
シ
ェ
ア
の
数
値
を
め
ぐ

る
具
体
的
な
議
論
が
日
本
国
内
に
お
い
て
初
め
て
登
場
し
た
。
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
は
購
入
可
能
な
外
国
製
品
二
〇
％
分
の
数
値

を
捻
出
し
た
。
米
国
製
品
が
日
本
市
場
で
シ
ェ
ア
を
拡
大
し
た
け
れ
ば
、
日
本
企
業
の
協
力
を
必
要
と
す
る
。
日
本
側
の
大
手
六
社
が

購
入
に
協
力
す
る
前
提
で
協
定
本
文
以
外
の
秘
密
文
書
に
は
次
の
よ
う
に
記
さ
れ
て
い
た
。「
日
本
市
場
に
お
け
る
外
国
製
半
導
体
の
シ
ェ

ア
二
〇
％
に
す
る
こ
と
を
米
国
の
半
導
体
業
界
が
期
待
し
、
そ
れ
を
日
本
政
府
が
認
識
し
歓
迎
す
る
」、
と
。
日
本
政
府
は
二
〇
％
を

55 ――日米半導体交渉をめぐる政治経済過程の研究

301条提訴

ダンピング提訴（業界）

通商法301条（政府）

日　←　「一時的取消協定」　　　　←　米

本　→　シュア拡大の具体的対応　→　国

図表３：日米の一括取引



約
束
す
る
と
は
明
記
し
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
米
国
政
府
は
保
証
さ
れ
た
も
の
と
そ
の
履
行
を
要
求
し
た
。
一
九
九
一
年
協
定
に
は
、

本
文
中
の
そ
の
二
〇
％
が
明
記
さ
れ
て
い
る
。

　
「
日
本
政
府
は
外
国
系
半
導
体
の
シ
ェ
ア
が
一
九
九
二
年
末
ま
で
に
二
〇
％
を
超
え
る
と
の
期
待
を
米
国
の
業
界
が
持
っ
て
い
る
こ

と
を
認
識
し
、
こ
の
期
待
が
実
現
さ
れ
う
る
と
考
え
る
。
…
両
政
府
は
外
国
系
半
導
体
の
シ
ェ
ア
を
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
こ
と
を

合
意
す
る
」。

　

一
九
八
六
年
三
月
日
米
の
業
界
団
体
の
協
議
が
ロ
サ
ン
ジ
ェ
ル
ス
で
開
か
れ
、
そ
の
席
上
で
初
め
て
二
〇
％
と
い
う
数
値
が
非
公
式

の
場
で
明
ら
か
に
な
っ
た
。
こ
の
席
に
は
通
産
省
が
オ
ブ
ザ
ー
バ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
た
。
通
産
省
は
、
大
手
五
社
の
購
入
計
画
を

米
国
側
に
伝
え
、
公
式
見
解
で
な
い
が
主
要
企
業
で
一
九
・
五
％
か
ら
二
〇
％
ま
で
の
シ
ェ
ア
の
達
成
は
可
能
だ
と
説
明
し
た
。

　

も
ち
ろ
ん
そ
の
時
点
で
も
、
通
産
省
は
相
変
わ
ら
ず
二
〇
％
を
履
行
す
べ
き
「
約
束
」
と
は
考
え
な
か
っ
た
し
、
二
〇
％
自
体
が
履

行
で
き
る
根
拠
や
前
提
で
も
な
か
っ
た
。
そ
れ
は
あ
く
ま
で
も
各
社
の
目
標
数
値
で
あ
っ
て
そ
れ
に
拘
束
さ
れ
な
い
、
と
通
産
省
は
認

識
し
て
い
た
。
そ
の
認
識
は
あ
く
ま
で
も
履
行
と
は
別
で
あ
る
こ
と
は
、
米
国
側
に
は
伝
わ
っ
て
い
な
か
っ
た
。
米
国
に
と
っ
て
は
日

本
か
ら
の
数
字
の
提
示
は
ま
さ
に
「
絶
好
の
機
会
」
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
は
、
当
然
の
ご
と
く
日
本
側
か
ら
の
二
〇
％
と
い
う

数
値
の
説
明
を
達
成
さ
れ
る
、
と
確
信
し
た
。

　

一
九
八
六
年
五
月
二
八
日
渡
辺
・
ヤ
イ
タ
ー
会
談
で
米
国
は
具
体
的
な
シ
ェ
ア
問
題
を
数
値
に
絞
っ
て
交
渉
し
た
。
実
際
、
日
本
の

大
手
五
社
の
二
〇
％
の
数
値
は
日
本
全
体
で
な
ら
す
と
一
三
％
に
し
か
な
ら
な
か
っ
た
。
米
国
側
が
日
本
市
場
全
体
の
二
〇
％
の
確
約

を
求
め
た
た
め
、
交
渉
は
暗
礁
に
乗
り
上
げ
た
。
通
産
省
は
輸
入
拡
大
に
努
力
す
る
が
、
数
値
の
約
束
ま
で
は
で
き
な
い
と
再
三
繰
り

返
し
た
。
日
本
側
は
シ
ェ
ア
を
確
約
で
き
な
い
が
、
米
国
業
界
の
立
場
は
理
解
で
き
る
、
と
渡
辺
通
産
相
は
表
明
し
た
。
そ
れ
を
ヤ
イ

タ
ー
代
表
は
「
要
求
を
了
承
し
た
」
と
解
釈
し
た
。
こ
の
会
談
を
根
拠
に
米
国
側
は
原
則
的
合
意
が
あ
っ
た
と
、
シ
ェ
ア
二
〇
％
の
履
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行
を
日
本
政
府
に
強
く
求
め
る
よ
う
に
な
る
。

　

交
渉
期
限
を
一
か
月
後
に
控
え
て
、
あ
る
文
案
を
用
意
し
て
日
本
政
府
は
最
終
協
議
に
臨
ん
だ
の
で
あ
る
。
そ
の
結
果
、
日
本
か
ら

提
示
さ
れ
た
の
が
秘
密
の
付
属
文
書
で
あ
っ
た
。「
シ
ェ
ア
二
〇
％
と
い
う
米
国
の
業
界
の
期
待
を
認
識
し
歓
迎
す
る
」
と
い
う
一
見

「
玉
虫
色
」
の
文
言
は
米
国
を
妥
結
に
踏
み
切
ら
せ
た
。
こ
の
付
属
文
書
は
通
産
省
の
米
国
へ
の
配
慮
を
あ
く
ま
で
も
文
書
の
形
で
表

わ
し
た
も
の
で
あ
る
。
も
し
こ
れ
を
公
表
す
れ
ば
、
日
本
の
業
界
か
ら
の
反
発
が
予
想
さ
れ
た
。
だ
か
ら
、
通
産
省
は
行
政
指
導
な
い

し
は
通
産
省
と
業
界
の
「
良
好
な
関
係
」
を
通
じ
て
穏
便
に
こ
と
を
運
び
た
か
っ
た
﹇
黒
田
、
一
九
八
九：

第
四
章
﹈。
ま
た
、
国
会
か
ら

も
批
判
を
受
け
る
こ
と
に
な
っ
て
し
ま
う
。
通
産
省
も
「
秘
密
の
約
束
」
で
あ
っ
た
か
ら
、
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
認
識
し
な

か
っ
た
し
、
実
際
に
履
行
で
き
る
わ
け
が
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
そ
れ
は
自
己
解
釈
に
す
ぎ
な
か
っ
た
。
そ
の
こ
と
は
す
ぐ
に
錯
誤
だ

と
わ
か
る
。
米
国
側
は
未
公
表
文
を
交
渉
中
の
メ
モ
と
す
る
か
、
協
定
本
文
中
に
挿
入
し
た
い
、
と
要
望
し
た
。
こ
れ
に
も
米
国
側
の

企
図
が
あ
っ
た
。
米
国
側
の
未
発
表
文
を
「
内
部
用
資
料
」
と
し
て
説
明
に
使
う
の
で
な
く
、
ま
さ
に
実
際
に
「
証
拠
」
と
し
て
利
用

し
た
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　

五
�
交
渉
成
立
後

　
（
一
）
米
国
の
再
報
復

　

一
九
八
六
年
九
月
二
日
日
米
半
導
体
協
定
は
調
印
さ
れ
た
。
こ
の
結
果
、
通
商
法
三
〇
一
条
の
発
動
と
ダ
ン
ピ
ン
グ
提
訴
は
取
り
下

げ
ら
れ
る
か
、
と
考
え
ら
れ
た
。
そ
の
後
、
日
本
市
場
で
の
米
国
製
半
導
体
の
シ
ェ
ア
は
伸
び
悩
ん
で
い
た
。
一
九
八
七
年
三
月
一
九

日
米
国
上
院
本
会
議
は
日
本
へ
の
報
復
を
全
議
員
一
致
で
可
決
し
た
。
四
月
一
七
日
レ
ー
ガ
ン
大
統
領
は
三
〇
一
条
に
基
づ
く
報
復
関

税
を
発
表
し
た
。
日
本
製
の
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
、
電
動
工
具
、
テ
レ
ビ
に
関
税
率
一
〇
〇
％
、
計
三
〇
〇
億
ド
ル
を
科
し
た
の
で
あ
る
。
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こ
れ
は
日
本
が
初
め
て
受
け
た
報
復
関
税
で
あ
っ
た
。
そ
れ
に
対
抗
し
て
、
日
本
政
府
は
米
国
政
府
の
行
動
が
G
A
T
T
に
違
反
し
て

い
る
の
で
提
訴
す
る
と
通
告
し
た
。
し
か
し
、
日
本
政
府
は
農
産
物
問
題
の
た
め
提
訴
を
回
避
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
日
本
政

府
は
報
復
関
税
問
題
に
対
抗
す
る
術
の
な
い
ジ
レ
ン
マ
に
立
た
さ
れ 
た 
。

（
２
）

　

一
九
九
一
年
日
米
両
政
府
は
半
導
体
協
議
の
延
長
を
め
ぐ
っ
て
新
た
な
協
定
に
調
印
し
、
報
復
関
税
を
撤
廃
し
た
。
そ
れ
に
は
シ
ェ

ア
二
〇
％
の
数
値
は
日
本
政
府
が
保
証
す
る
も
の
で
は
な
い
と
い
う
条
件
付
だ
が
、
今
度
は
そ
の
文
言
を
協
定
本
文
中
に
明
記
さ
れ
た

の
で
あ
る
。
こ
の
協
定
は
一
九
九
六
年
ま
で
継
続
さ
れ
る
。

　

米
国
は
制
裁
を
も
っ
て
妥
協
を
迫
ま
っ
た
。
つ
ま
り
、
米
国
政
府
は
日
本
側
に
譲
歩
を
迫
る
強
引
な
手
法
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。

そ
れ
に
は
次
の
よ
う
な
米
国
の
二
つ
の
基
本
的
な
姿
勢
が
あ
る
。

　

第
一
は
成
果
主
義
で
あ
る
。
米
国
は
日
本
に
数
値
を
掲
げ
て
輸
入
拡
大
を
求
め
成
果
を
獲
得
す
る
。
第
二
は
一
方
的
攻
撃
主
義
で
あ

る
。
米
国
に
と
っ
て
成
果
が
得
ら
れ
な
か
っ
た
場
合
、
一
方
的
に
制
裁
を
加
え
る
や
り
方
で
あ
る
。
米
国
の
論
理
の
み
が
優
先
す
る
。

　

日
米
半
導
体
交
渉
で
は
、
米
国
側
は
日
本
の
省
庁
（
こ
の
場
合
、
通
産
省
）
の
も
つ
業
界
へ
の
影
響
力
（
例：

行
政
指
導
、
許
認
可

権
）
を
最
初
か
ら
見
越
し
て
い
る
。
通
産
省
は
米
国
の
要
求
に
過
剰
に
応
え
な
け
れ
ば
な
い
状
況
に
追
い
込
ま
れ
た
。
数
値
目
標
を
業

界
に
自
主
的
に
求
め
た
、
と
通
産
省
は
説
明
す
る
。
し
か
し
、
そ
れ
は
こ
れ
ま
で
の
対
米
輸
出
に
際
し
て
の
自
主
規
制
と
同
じ
で
あ
る
。

そ
れ
が
米
国
製
品
の
輸
入
促
進
に
代
わ
っ
た
だ
け
で
あ
る
。
通
産
省
の
業
界
へ
の
影
響
力
が
あ
れ
ば
こ
そ
、
数
値
目
標
の
達
成
が
可
能

と
な
っ 
た 
。

（
３
）

　

米
国
の
強
い
要
求
に
通
産
省
は
業
界
に
行
政
指
導
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
る
。
米
国
政
府
は
通
産
省
と
業
界
の
密
接
な
関
係
を
認

識
し
た
う
え
で
こ
の
戦
略
を
採
用
し
た
の
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
通
産
省
と
半
導
体
業
界
の
密
着
ぶ
り
を
見
越
し
た
対
応
を
実
行
し
た

の
で
あ
る
。
米
国
側
に
と
っ
て
軍
事
上
も
、
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
重
要
性
が
高
ま
る
中
で
、
特
に
通
産
省
の
育
成
事
業
と
業
界
へ
の
介
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入
・
指
導
が
焦
点
と
な
っ
た
の
で
あ
る
。

（
二
）
協
定
後
の
状
況

　

一
九
九
一
年
新
し
い
半
導
体
協
定
後
一
年
間
米
国
製
品
の
シ
ェ
ア
は
拡
大
し
な
か
っ
た
が
、
そ
の
後
次
第
に
伸
張
す
る
。
一
九
九
二

年
末
期
限
ま
で
に
目
標
数
値
は
達
成
さ
れ
た
。
米
国
政
府
は
通
産
省
の
行
政
指
導
を
市
場
開
放
の
た
め
に
利
用
し
、
日
本
政
府
に
二
〇

％
と
い
う
目
標
を
期
限
内
に
達
成
さ
せ
る
。
さ
き
に
記
し
た
よ
う
に
、
米
国
の
二
つ
の
基
本
姿
勢
が
達
成
さ
れ
た
の
で
あ
る
。

　

も
ち
ろ
ん
、
米
国
政
府
の
数
値
目
標
を
設
定
す
る
戦
術
に
は
米
国
内
か
ら
も
批
判
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
自
由
貿
易
に
反
す
る
行
動
だ

か
ら
で
あ
る
。
し
か
し
、
日
本
に
何
か
を
要
求
し
、
実
行
を
迫
ろ
う
と
す
れ
ば
、
欧
米
諸
国
の
規
準
で
は
事
態
が
進
展
し
な
い
な
ら
ば
、

こ
の
や
り
方
が
日
本
に
は
効
果
的
で
な
い
か
と
考
え
る
む
き
が
あ
る
。
日
本
を
表
わ
す
言
葉
に
「
部
外
者
（outlier

       
）」
を
使
用
す
る
場

合
が
あ
っ
た
。
そ
れ
は
、
米
国
標
準
か
ら
す
れ
ば
、
そ
の
外
に
位
置
す
る
国
だ
と
い
う
意
味
で
あ
る
。
こ
の
「
部
外
者
」
の
事
例
が
米

国
流
の
「
公
平
性
」
を
欠
い
た
通
産
省
の
行
政
指
導
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
そ
の
背
景
に
は
、「
日
本
は
特
殊
だ
」
と
い
う
修
正
主
義

（revisionism

           

）
思
考
が
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

　

半
導
体
協
定
後
、
半
導
体
を
め
ぐ
る
事
情
は
様
変
わ
り
し
た
。
三
〇
〇
万
個
の
ト
ラ
ン
ジ
ス
タ
を
ひ
と
つ
の
チ
ッ
プ
に
集
積
し
た
マ

イ
ク
ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
が
パ
ソ
コ
ン
に
使
用
さ
れ
て
い
る
。
そ
れ
は
付
加
価
値
の
高
い
半
導
体
で
あ
る
。
米
国
の
イ
ン
テ
ル
社
は
マ
イ
ク

ロ
プ
ロ
セ
ッ
サ
の
知
的
所
有
権
を
開
発
し
世
界
市
場
を
独
占
す
る
。
日
本
企
業
は
こ
の
分
野
で
ま
っ
た
く
追
い
つ
け
な
い
状
態
で
あ
る
。

半
導
体
が
高
度
化
、
多
様
化
し
た
現
在
、
ま
た
マ
ル
チ
メ
デ
ィ
ア
な
ど
の
市
場
開
放
へ
の
対
応
に
、
産
官
学
の
一
体
化
し
た
共
同
研
究

を
日
本
の
業
界
は
主
張
し
た
。

　

半
導
体
交
渉
で
始
ま
っ
た
米
国
側
の
通
商
戦
略
の
手
法
、
つ
ま
り
制
裁
を
「
武
器
」
に
目
標
を
設
定
し
て
市
場
開
放
を
求
め
る
手
法
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は
、
半
導
体
分
野
に
留
ま
ら
ず
、
そ
れ
以
降
の
自
動
車
、
保
険
な
ど
あ
ら
ゆ
る
分
野
の
交
渉
に
向
け
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　
　
　
　
　
　

六
�
日
米
通
商
紛
争
の
新
展
開

　
（
一
）
後
日
談

　

一
九
九
五
年
一
〇
月
二
二
日
橋
本
通
産
相
は
カ
ン
タ
ー
米
国
通
商
代
表
と
会
談
し
、
そ
の
中
で
一
九
九
六
年
に
期
限
が
切
れ
る
日
米

半
導
体
協
定
の
継
続
に
つ
い
て
協
議
し
、
橋
本
は
「
日
本
市
場
に
お
い
て
外
国
製
品
の
シ
ェ
ア
が
拡
大
し
て
お
り
、
必
要
が
な
く
な
っ

て
き
て
い
る
」
と
打
ち
切
り
の
意
向
を
示
し
た
。
カ
ン
タ
ー
は
「
交
渉
の
継
続
を
望
ん
で
い
る
」
と
述
べ
、
両
国
政
府
の
見
解
の
相
違

を
改
め
て
示
し
た
。
S
I
A
は
、
日
本
の
打
ち
切
り
が
日
本
側
の
購
入
努
力
を
低
下
さ
せ
、
日
本
市
場
へ
の
輸
出
機
会
を
保
持
す
る
た

め
に
も
日
本
政
府
に
圧
力
を
か
け
る
よ
う
に
U
S
T
R
に
要
請
し
、
U
S
T
R
も
同
様
な
考
え
で
行
動
し
た
こ
と
は
想
像
で
き
る
﹇
黒

田
、
一
九
八
九：

二
三
二
﹈。
一
九
九
六
年
同
協
定
は
、
日
本
の
業
界
が
強
く
反
対
し
た
た
め
更
新
さ
れ
な
か
っ
た
。

　

一
九
九
九
年
ま
で
の
世
界
の
半
導
体
市
場
予
測
に
よ
れ
ば
、
中
国
、
台
湾
、
東
南
ア
ジ
ア
諸
国
な
ど
の
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
（
日
本

を
除
く
）
の
市
場
規
模
が
一
九
九
八
年
に
日
本
を
上
回
る
こ
と
が
は
っ
き
り
し
た
。
ア
ジ
ア
地
域
は
パ
ソ
コ
ン
な
ど
の
情
報
機
器
や
家

電
製
品
な
ど
の
民
生
用
機
器
の
生
産
拠
点
が
立
地
し
、
同
地
域
の
メ
ー
カ
ー
向
け
出
荷
額
は
一
九
九
八
年
に
は
約
三
〇
億
ド
ル
程
度
と

な
り
、
日
本
の
そ
れ
を
上
回
っ
た
。
日
本
市
場
の
規
模
は
一
九
九
四
年
約
三
一
〇
億
ド
ル
で
あ
っ
た
が
、
一
九
九
八
年
約
四
五
〇
億
ド

ル
に
な
る
。
こ
の
時
点
で
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
の
市
場
規
模
は
約
四
八
〇
億
ド
ル
と
な
っ
て
日
本
を
上
回
っ
た
。
日
本
メ
ー
カ
ー
が

円
高
に
対
応
し
て
家
電
製
品
を
中
心
に
ア
ジ
ア
地
域
へ
の
生
産
拠
点
を
移
し
た
こ
と
か
ら
、
ア
ジ
ア
各
国
の
工
場
で
使
わ
れ
る
半
導
体

が
飛
躍
的
に
伸
び
た
。
豊
富
な
労
働
人
口
を
持
つ
中
国
を
筆
頭
に
ア
ジ
ア
最
大
の
パ
ソ
コ
ン
生
産
拠
点
の
台
湾
な
ど
で
半
導
体
需
要
が

急
増
す
る
。
こ
の
結
果
、
一
九
九
四
年
か
ら
五
年
間
で
各
地
域
向
け
の
出
荷
額
の
年
平
均
伸
び
率
は
、
日
本
が
約
一
〇
％
で
あ
る
の
に
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ア
ジ
ア
太
平
洋
地
域
が
二
〇
％
を
上
回
る
と
考
え
ら
れ
た
。

　

一
方
、
世
界
全
体
で
は
高
水
準
の
需
要
や
メ
モ
リ
ー
な
ど
の
供
給
不
足
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
価
格
が
さ
ほ
ど
低
下
し
な
か
っ
た
た
め
、

一
九
九
四
年
の
総
出
荷
額
は
約
一
一
〇
〇
億
ド
ル
で
前
年
に
比
べ
て
三
〇
％
台
に
伸
び
た
が
、
そ
の
後
は
半
導
体
メ
ー
カ
ー
の
設
備
投

資
の
た
め
供
給
が
増
え
て
需
要
単
価
が
下
が
る
こ
と
か
ら
、
出
荷
額
の
伸
び
率
は
や
や
落
ち
る
と
予
測
さ
れ
た
。
ま
た
、
日
本
以
外
の

ア
ジ
ア
諸
国
で
は
、
パ
ソ
コ
ン
需
要
が
好
調
な
北
米
向
け
は
一
九
九
四
年
か
ら
五
年
間
で
年
平
均
二
〇
％
弱
、
欧
州
向
け
で
は
約
一
五

％
の
伸
び
に
な
る
、
と
判
断
さ
れ
た
。

　

一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
メ
ー
カ
ー
は
半
導
体
輸
出
量
で
は
か
つ
て
の
優
位
さ
は
な
い
。
一
九
九
六
年
を
め
ど
に
N
E
C
、
日
立

製
作
所
、
東
芝
な
ど
の
日
本
の
半
導
体
メ
ー
カ
ー
一
〇
社
が
大
同
団
結
し
て
通
産
省
の
後
援
を
受
け
な
が
ら
次
世
代
の
半
導
体
技
術
を

確
立
す
る
新
会
社
を
旗
揚
げ
し
た
。
新
会
社
と
は
別
に
研
究
組
合
も
発
足
さ
せ
、
政
府
か
ら
の
支
援
を
得
て
研
究
・
開
発
を
進
め
た
。

米
国
の
メ
ー
カ
ー
の
復
活
と
、
韓
国
、
台
湾
の
メ
ー
カ
ー
の
躍
進
と
の
板
ば
さ
み
に
あ
る
日
本
が
官
民
挙
げ
て
競
争
力
を
回
復
さ
せ
る

試
み
で
あ
っ
た
。

（
二
）
日
米
半
導
体
摩
擦
の
新
展
開

　

一
九
九
六
年
一
月
米
国
は
日
米
通
商
摩
擦
問
題
で
新
た
な
動
き
に
出
た
。
日
米
通
商
紛
争
は
①
半
導
体
協
定
の
延
長
、
②
保
険
市
場

の
開
放
、
③
フ
ィ
ル
ム
市
場
で
の
公
正
競
争
、
④
航
空
貨
物
の
運
航
権
で
あ
る
。
④
は
一
九
九
六
年
三
月
末
に
一
応
決
着
が
つ
い
た
が
、

他
は
未
決
着
の
ま
ま
で
あ
っ
た
。

　

半
導
体
協
定
は
一
九
九
六
年
六
月
二
〇
日
で
終
了
し
、
そ
の
た
め
日
米
間
で
事
務
レ
ベ
ル
か
ら
次
官
レ
ベ
ル
に
格
上
げ
し
て
交
渉
、

協
議
さ
れ
た
。
米
国
は
協
定
延
長
を
要
求
し
た
。
そ
の
背
景
に
は
、
日
本
政
府
が
日
本
の
業
界
に
外
国
製
品
を
購
入
す
る
こ
と
を
指
導
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し
、
業
界
も
こ
れ
に
よ
っ
て
外
国
企
業
と
の
協
力
関
係
を
進
め
ら
れ
る
か
ら
で
あ
る
。
日
本
政
府
は
協
定
が
そ
の
使
命
を
終
了
し
た
の

で
、
以
下
の
理
由
で
自
然
消
滅
す
べ
き
で
あ
る
、
と
主
張
し
た
。

　

① 　

日
本
市
場
に
お
け
る
外
国
系
半
導
体
シ
ェ
ア
が
す
で
に
増
大
し
た
。
日
本
市
場
で
の
外
国
系
半
導
体
は
一
九
九
一
年
一
六
・
二

％
か
ら
一
九
九
五
年
三
〇
・
二
％
ま
で
増
加
し
て
い
る
。

　

②　

日
本
企
業
は
欧
米
企
業
と
合
併
会
社
の
形
や
技
術
協
力
で
親
密
に
な
っ
て
い
る
し
、
韓
国
、
台
湾
と
も
技
術
協
力
し
、
メ
ー

カ
ー
の
国
籍
で
は
区
別
で
き
な
い
時
代
と
な
っ
た
。

　

③　

世
界
の
半
導
体
市
場
に
お
け
る
日
本
の
シ
ェ
ア
は
縮
小
し
て
い
る
。

　

日
米
半
導
体
協
定
に
は
意
味
は
な
く
な
っ
た
。
そ
れ
に
民
間
レ
ベ
ル
で
の
協
力
づ
く
り
が
優
先
さ
れ
る
べ
き
で
あ
っ
て
、
そ
の
う
え

で
政
府
が
関
与
す
べ
き
で
あ
る
、
と
日
本
政
府
は
主
張
し
た
。
日
米
双
方
の
見
解
に
は
相
当
な
開
き
が
あ
っ
た
。

　

一
九
九
五
年
日
米
の
「
自
動
車
貿
易
戦
争
」
の
頃
か
ら
日
米
通
商
で
は
対
立
は
再
燃
し
た
。
と
こ
ろ
が
、
日
米
構
造
協
議
の
よ
う
な

論
議
の
場
で
は
な
く
な
っ
て
い
る
。
対
日
赤
字
は
大
幅
に
縮
小
し
た
の
で
、
米
国
の
対
日
要
求
の
根
拠
も
希
薄
に
な
っ
た
か
に
み
え
た
。

だ
が
、
米
国
は
ア
ジ
ア
に
お
け
る
貿
易
投
資
に
関
す
る
大
統
領
の
諮
問
委
員
会
を
設
置
し
た
。
こ
れ
は
日
本
と
中
国
の
そ
れ
ぞ
れ
の
専

門
家
の
意
見
を
聴
取
し
て
ア
ジ
ア
貿
易
へ
の
政
策
を
提
言
す
る
委
員
会
で
あ
る
。
米
国
の
ア
ジ
ア
重
視
へ
と
考
え
が
反
映
し
て
い
る
。

　

日
米
摩
擦
へ
の
次
の
よ
う
な
教
訓
が
あ
る
。「
日
米
と
も
自
ら
を
省
み
ず
に
お
互
い
を
非
難
し
、
相
互
に
傷
つ
け
あ
っ
て
い
る
。
そ

の
結
果
、
不
利
益
を
被
る
の
は
日
本
人
で
あ
る
」、
と
。
米
国
の
要
求
は
理
不
尽
な
の
で
、
日
本
は
「
ノ
ー
」
と
主
張
す
る
必
要
が
あ

る
﹇
黒
田
、
一
九
八
九：

二
三
〇－

二
三
二
﹈。
た
だ
、
通
商
紛
争
を
解
決
し
た
け
れ
ば
、
日
本
側
は
場
当
た
り
的
な
措
置
で
は
限
界
が
あ

る
こ
と
を
承
知
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

日
米
半
導
体
協
定
が
締
結
さ
れ
た
一
九
八
六
年
か
ら
約
一
〇
年
間
は
日
本
の
半
導
体
産
業
は
最
盛
期
で
あ
っ
た
。
日
本
は
世
界
の
半
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導
体
の
主
要
生
産
国
で
あ
っ
た
。
例
え
ば
、
D
R
A
M
に
関
す
る
限
り
、
一
九
八
〇
年
代
に
お
い
て
、
日
本
は
世
界
シ
ェ
ア
の
九
〇
％

台
を
占
め
た
。
と
こ
ろ
が
、
一
九
九
〇
年
代
の
初
め
か
ら
陰
り
が
見
え
は
じ
め
た
。
一
九
九
〇
年
代
日
本
の
半
導
体
の
出
荷
額
世
界
シ
ェ

ア
は
五
〇
％
近
か
っ
た
が
、
そ
の
後
急
速
に
低
下
し
二
〇
〇
〇
年
以
降
で
は
二
〇
％
台
に
ま
で
下
落
し
た
。

　

二
〇
〇
一
年
七
月
S
I
A
は
同
年
五
月
の
米
国
企
業
の
世
界
半
導
体
の
販
売
実
績
が
前
年
同
月
比
四
八
％
増
の
二
四
六
億
五
〇
〇
〇

万
ド
ル
（
約
二
兆
一
六
〇
〇
億
円
）
に
上
り
、
単
月
で
は
二
か
月
連
続
で
過
去
最
高
を
更
新
し
た
と
発
表
し
た
。
韓
国
の
サ
ム
ス
ン
社

が
同
月
七
日
発
表
し
た
四
月
か
ら
六
月
期
の
連
結
営
業
利
益
の
推
計
も
過
去
最
高
水
準
に
あ
る
。
新
興
国
需
要
が
牽
引
す
る
構
図
で
I

T 
（
情
報
技
術
）
産
業
は
当
面
、
好
調
を
維
持
し
た
﹇
日
経
新
聞
二
〇
一
〇
年
七
月
七
日
﹈。

　
　
　
　
　
　

七
�
冷
戦
後
の
日
米
政
治
経
済
関
係

　
（
一
）
日
米
貿
易
交
渉
の
背
景
と
論
点

　

冷
戦
時
代
で
は
日
米
経
済
関
係
に
軋
轢
が
生
じ
て
も
、
両
国
政
府
間
に
妥
協
が
成
立
し
た
。
し
か
し
、
と
く
に
冷
戦
後
の
世
界
戦
略

に
お
い
て
、
米
国
は
対
日
政
策
を
変
更
し
た
。
一
九
九
〇
年
代
以
降
、
日
本
も
経
済
構
造
の
変
化
過
程
に
あ
る
た
め
米
国
に
は
容
易
に

譲
歩
で
き
な
か
っ
た
。

　

日
米
包
括
経
済
協
議
（T

he
Japan-U

.S.F
ram
ew
ork
T
alks

on
B
i

 
          
     
   
  
     
         
 lateralT

rade

         
    
）
は
一
九
九
三
年
か
ら
日
米
間
の
経
済
問
題

を
幅
広
く
協
議
す
る
た
め
の
交
渉
の
場
で
あ
っ
た
。
分
野
別
（
自
動
車
・
半
導
体
な
ど
）
の
交
渉
で
は
米
国
が
数
値
目
標
の
設
定
を
要

求
し
た
。
マ
ク
ロ
経
済
政
策
で
は
、
日
本
の
経
常
収
支
黒
字
と
米
国
の
財
政
赤
字
の
そ
れ
ぞ
れ
の
削
減
な
ど
が
協
議
さ
れ
た
。
そ
れ
は

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
に
は
、
政
権
運
営
に
お
い
て
、
不
可
避
の
課
題
で
あ
っ
た
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
第
一
期
の
外
交
目
標
は
、
①
国
内
経
済
の
再
建
、
②
貿
易
を
安
全
保
障
の
最
優
先
課
題
、
③
世
界
の
経
済
成
長
に
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向
け
て
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
発
揮
、
④
発
展
途
上
国
の
経
済
発
展
支
援
、
⑤
ロ
シ
ア
・
旧
ソ
連
諸
国
の
民
主
化
支
援
で
あ
っ
た
。
米
国

の
方
針
に
日
本
が
必
ず
し
も
そ
っ
て
い
な
い
、
と
米
国
側
は
考
え
た
。
米
国
の
貿
易
赤
字
は
一
九
九
一
年
六
六
七
億
ド
ル
、
一
九
九
二

年
八
四
五
億
ド
ル
、
一
九
九
三
年
一
三
一
〇
億
ド
ル
と
増
加
の
一
途
を
辿
っ
た
。
米
国
内
の
消
費
が
活
発
に
な
っ
て
輸
入
も
多
く
な
っ

た
。
米
国
の
財
政
赤
字
は
一
九
九
一
年
二
六
九
五
億
ド
ル
、
一
九
九
二
年
二
九
〇
三
億
ド
ル
、
一
九
九
三
年
二
五
四
七
億
ド
ル
、
一
九

九
四
年
二
三
四
八
億
ド
ル
、
一
九
九
五
年
一
七
六
一
億
ド
ル
で
あ
っ
た
。
貿
易
赤
字
の
半
分
は
対
日
貿
易
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。
財
政

赤
字
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
時
代
に
大
幅
に
減
少
し
た
が
、
貿
易
赤
字
は
増
加
し
た
ま
ま
で
あ
っ
た
。
だ
か
ら
、
米
国
は
日
本
の
黒
字
を

減
少
さ
せ
る
た
め
に
日
米
協
議
の
枠
組
み
を
マ
ク
ロ
、
分
野
別
、
地
球
規
模
の
協
力
に
分
け
た
。

　

マ
ク
ロ
面
で
は
、
日
本
は
経
常
黒
字
の
縮
小
、
内
需
拡
大
・
市
場
開
放
を
求
め
ら
れ
た
。
分
野
別
で
は
、
最
も
対
立
す
る
内
容
が

あ
っ
た
。
米
国
は
財
政
赤
字
削
減
、
貯
蓄
奨
励
・
国
際
競
争
を
目
標
と
し
た
。
そ
れ
は
政
府
調
達
、
規
制
緩
和
、
自
動
車
・
同
部
品
、

経
済
的
調
和
、
既
存
の
合
意
・
約
束
で
あ
っ
た
。
地
球
規
模
の
協
力
で
は
、
環
境
問
題
・
テ
ク
ノ
ロ
ジ
ー
交
流
、
人
口
問
題
、
エ
イ
ズ

対
策
で
あ
っ
た
。

　

重
要
な
の
は
日
本
に
対
し
て
数
値
目
標
を
設
定
し
た
こ
と
で
あ
る
。
こ
れ
は
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
が
は
じ
め
て
で
は
な
い
。
そ
の
前
の

レ
ー
ガ
ン
政
権
、
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
政
権
で
も
自
動
車
輸
入
規
制
で
対
立
し
た
。
レ
ー
ガ
ン
時
代
で
は
一
六
八
万
台
以
下
に
抑
制
す
る

ま
で
で
、
後
は
市
場
に
任
せ
る
制
度
で
あ
っ
た
。
そ
れ
は
個
々
の
分
野
で
着
手
さ
れ
、
日
米
構
造
協
議
に
お
い
て
全
分
野
を
包
括
的
に

協
議
さ
れ
、
日
米
間
の
貿
易
不
均
衡
の
是
正
を
、
一
九
八
九
年
か
ら
一
九
九
〇
年
ま
で
計
五
回
開
催
さ
れ
た
二
国
間
協
議
で
あ
っ
た
。

一
九
九
三
年
に
「
日
米
包
括
経
済
協
議
」
と
名
前
を
変
え
、
一
九
九
四
年
か
ら
「
年
次
改
革
要
望
書
」
へ
の
流
れ
を
形
成
し
た
。

　

ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
各
分
野
で
目
標
を
設
定
し
、
中
間
調
査
を
し
て
介
入
す
る
。
こ
れ
を
日
本
は
「
管
理
貿
易
」
と
批
判
し
た
。
レ
ー

ガ
ン
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
父
）
の
各
政
権
で
は
、
冷
戦
時
代
の
た
め
安
全
保
障
体
制
が
弱
め
ら
れ
る
こ
と
は
な
か
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
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内
部
で
は
、
冷
戦
と
い
う
制
約
が
消
滅
し
た
た
め
、
日
本
へ
の
「
構
造
改
革
」
と
い
う
要
請
は
外
交
、
防
衛
、
経
済
、
通
商
な
ど
の
各

分
野
に
お
い
て
エ
ス
カ
レ
ー
ト
す 
る 
。

（
４
）

（
二
）
日
米
交
渉
に
影
響
し
た
米
国
内
事
情

　

日
米
交
渉
は
米
国
か
ら
の
要
求
に
対
し
て
日
本
の
国
益
を
ど
の
よ
う
に
擁
護
す
る
か
と
い
う
議
論
が
多
か
っ
た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権

以
降
、
対
日
要
求
は
強
硬
に
な
る
。

　

米
国
の
課
題
は
冷
戦
後
の
「
戦
後
処
理
」、
そ
れ
に
「
経
済
復
興
」
を
い
か
に
達
成
す
べ
き
か
で
あ
る
。
米
国
は
冷
戦
の
た
め
に
膨

大
な
軍
事
力
を
抱
え
、
そ
れ
が
米
国
経
済
の
足
枷
に
な
っ
た
。
そ
れ
に
対
し
て
日
本
は
冷
戦
に
大
き
な
負
担
を
せ
ず
、
経
済
的
に
米
国

か
ら
の
「
恩
恵
」
を
受
け
て
き
た
、
と
米
国
側
は
認
識
す
る
。
一
九
九
二
年
の
大
統
領
選
挙
時
点
で
、
米
国
の
失
業
は
一
九
八
〇
年
代

の
失
業
と
は
質
を
異
に
し
て
い
た
。
社
会
の
中
心
と
な
る
世
代
の
失
業
率
が
高
か
っ
た
。
そ
れ
に
失
業
者
も
労
働
者
だ
け
で
な
く
管
理

職
も
そ
の
対
象
に
な
っ
て
い
た
。
米
国
の
経
済
成
長
と
国
際
社
会
で
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
と
い
う
二
つ
の
可
能
性
の
間
に
あ
る
業
績
回

復
は
想
像
で
き
る
が
、
長
期
的
な
経
済
成
長
が
一
貫
し
な
い
と
い
う
点
が
あ
る
。
米
国
経
済
は
政
策
を
管
理
す
る
際
に
経
済
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、
選
挙
へ
の
対
応
と
行
動
に
は
重
要
な
意
味
を
も
た
ら
す
。
そ
の
点
で
、
米
国
民
に
は
経
済
回
復
へ
の
切
実
な
願

い
が
あ
っ
た

T
hom
pson,1995:188

﹇ 
   
               
﹈。

　

当
然
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
一
九
九
三
年
か
ら
大
胆
な
改
善
策
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
四
年
間
で
一
四
〇
〇
億
ド
ル

の
財
政
赤
字
を
削
減
す
る
緊
縮
財
政
を
実
施
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
た
経
済
活
性
化
の
た
め
、
一
九
九
三
年
一
一
月
に
北
米
自
由

貿
易
協
定
（
N
A
F
T
A
）
を
批
准
す
る
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
米
国
経
済
再
建
（
＝
雇
用
促
進
）
の
た
め
の
大
幅
な
改
革
を
実
行
し

た
。
一
九
九
三
年
米
国
の
政
策
達
成
率
（
法
案
成
立
率
）
は
八
六
・
四
％
で
あ
っ
た
。
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当
然
、
対
外
政
策
に
も
大
き
な
変
更
が
あ
っ
た
。
米
国
は
日
米
交
渉
で
の
管
理
貿
易
的
な
方
針
を
堅
持
し
つ
つ
、
か
つ
市
場
開
放
な

ど
を
要
求
し
た
。
た
だ
し
、
こ
の
措
置
は
自
由
貿
易
体
制
の
希
薄
化
で
あ
る
。
ま
た
、
米
国
は
軍
事
的
に
も
超
大
国
に
執
着
し
な
く

な
っ
た
。

　

冷
戦
後
、
米
国
は
強
力
な
軍
事
力
を
有
す
る
が
、
世
界
情
勢
の
中
で
泰
然
と
し
た
立
場
で
い
ら
れ
な
く
な
っ
た
。
米
国
の
各
政
権
は

国
内
の
基
盤
が
不
安
定
で
あ
る
上
に
、
世
界
情
勢
を
考
慮
し
つ
つ
改
革
を
実
行
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
日
本
は
「
自
由
貿
易
」
を
擁

護
す
る
た
め
「
管
理
貿
易
」
に
抵
抗
を
示
し
、
米
国
の
要
求
を
受
け
い
れ
ら
れ
な
い
と
主
張
し
た
。
し
か
し
、
日
本
は
経
済
に
限
ら
ず

政
治
・
外
交
・
軍
事
な
ど
安
全
保
障
上
の
多
様
な
課
題
を
負
担
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
く
な
っ
た
。
日
本
は
、
国
益
ば
か
り
で
な
く
、
米

国
を
は
じ
め
と
す
る
国
際
社
会
へ
の
貢
献
も
求
め
ら
れ
る
。
米
国
の
要
求
は
日
本
に
と
っ
て
現
在
の
問
題
解
決
だ
け
で
な
く
、
将
来
の

日
本
が
世
界
に
ど
う
関
わ
る
か
の
試
金
石
と
も
な
る
﹇
関
下
、
一
九
九
六：

第
三
章
参
照
﹈。

　

こ
こ
で
米
国
の
通
商
交
渉
の
姿
勢
は
自
由
貿
易
か
ら
管
理
貿
易
に
シ
フ
ト
し
た
の
か
、
と
い
う
疑
問
に
回
答
し
て
お
か
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
。
自
由
貿
易
の
考
え
方
は
放
棄
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。
日
米
半
導
体
交
渉
に
関
わ
っ
た
人
物
の
思
考
か
ら
米
国
の
意
図
を
推

論
し
て
お
き
た
い
。
L
・
D
・
タ
イ
ソ
ン
は
、
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
内
で
大
統
領
経
済
諮
問
委
員
会
委
員
長
で
あ
っ
た
。
彼
女
は
日
本
の

シ
ス
テ
ム
を
非
難
し
た
こ
と
で
有
名
な
「
日
本
異
質
論
者
」
で
あ
る
。

　

彼
女
は
、
自
由
貿
易
を
理
念
と
し
て
認
め
る
も
、
国
益
重
視
の
現
実
主
義
者
で
も
あ
る
。
そ
れ
は
、
防
御
的
で
あ
っ
て
も
保
護
貿
易

主
義
的
で
は
な
い
と
主
張
す
る
、
い
わ
ば
「
慎
重
な
行
動
主
義
」
で
あ
り
。
多
国
間
ル
ー
ル
で
は
解
決
で
き
な
い
問
題
に
つ
い
て
は
、

「
公
平
・
公
正
」
な
通
商
関
係
を
尊
重
し
て
そ
れ
を
危
う
く
す
る
な
ら
、
そ
の
防
止
や
補
償
の
た
め
に
米
国
の
通
商
法
を
使
用
す
べ
き

と
す
る
立
場
で
あ 
る 
。
そ
こ
に
は
米
国
の
ハ
イ
テ
ク
産
業
を
保
護
す
る
自
己
本
位
な
、
重
商
主
義
的
な
考
え
方
が
投
影
し
て
い
る
。
反

（
５
）

対
に
、
外
国
の
特
定
産
業
保
護
政
策
は
米
国
の
製
造
業
者
に
被
害
を
も
た
ら
す
。
そ
の
対
抗
策
と
し
て
、
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
条
に
は
効
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果
が
あ
る
と
し
、
さ
ら
に
二
国
間
交
渉
に
際
し
て
は
外
国
企
業
に
よ
る
市
場
参
入
を
承
認
す
る
代
わ
り
に
そ
の
企
業
の
母
国
に
市
場
開

放
を
要
求
す
る
「
選
択
的
相
互
主
義
」（「
戦
略
的
通
商
政
策
」）
を
採
用
す
べ
き
だ
と
主
張
す
る
﹇
タ
イ
ソ
ン
、
一
九
九
三
﹈。
こ
の
発
想

は
、
タ
イ
ソ
ン
だ
け
で
な
く
、
米
国
国
益
を
最
優
先
す
る
政
策
形
成
者
や
議
員
の
考
え
で
あ
ろ
う
。

（
三
）
米
国
に
よ
る
日
本
改
造
計
画

　

米
国
は
そ
の
経
済
的
後
退
に
よ
っ
て
、
と
り
わ
け
冷
戦
後
自
国
の
国
際
的
地
位
の
低
下
を
余
儀
な
く
さ
せ
ら
れ
て
い
る
。
貿
易
依
存

度
は
国
家
の
経
済
規
模
の
低
下
と
と
も
に
上
昇
す
る
。
だ
か
ら
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
、
米
国
は
通
商
体
制
の
再
検
討
を
謳
う
だ
け
で

な
く
、
米
国
に
と
っ
て
都
合
の
よ
い
論
理
と
相
手
国
の
「
不
当
さ
」
を
一
方
的
に
対
抗
措
置
で
示
す
の
で
あ
る
﹇
佐
々
木
、
一
九
九
七：

一
二
二－

一
二
三
﹈。

　

一
九
九
〇
年
か
ら
一
九
九
一
年
の
不
況
に
お
い
て
、
米
国
は
第
二
次
世
界
大
戦
後
初
め
て
中
間
層
の
失
業
を
経
験
し
た
。
大
統
領
は

有
権
者
を
意
識
し
た
中
間
層
へ
の
雇
用
対
策
を
採
用
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
ま
ず
、
雇
用
の
確
保
が
先
決
で
あ
り
、
そ
の
こ
と
は
即
、

日
本
と
の
貿
易
摩
擦
の
解
消
次
第
で
あ
る
。
一
九
九
三
年
国
内
総
生
産
（
G
D
P
）
で
は
日
本
は
ス
イ
ス
を
追
い
抜
い
て
世
界
第
一
位

（
三
三
七
五
四
ド
ル
）
に
な
っ
た
。
米
国
は
第
六
位
（
二
四
四
一
二
ド
ル
）
で
あ
っ
た
。
米
国
は
自
由
貿
易
体
制
を
堅
持
し
た
く
と
も
、

独
自
の
技
術
・
経
済
力
で
は
日
本
に
は
か
な
わ
ず
、
日
本
と
の
協
力
を
不
可
欠
と
考
え
た
。
そ
れ
が
日
本
に
対
す
る
市
場
開
放
の
要
求

と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

　

米
国
側
は
戦
後
の
日
米
通
商
摩
擦
を
個
別
的
な
協
議
か
ら
全
面
的
な
視
点
に
立
っ
て
解
決
す
る
こ
と
を
求
め
だ
し
て
き
た
。
す
な
わ

ち
、
一
九
九
〇
年
代
米
国
側
か
ら
の
「
協
議
」
と
い
う
名
に
よ
る
日
本
側
に
様
々
な
改
革
要
求
と
な
っ
て
現
わ
れ
た
。
ひ
と
つ
は
図
表

５
に
あ
る
日
米
構
造
協
議
（
S
I
I
、
一
九
八
九
〜
一
九
九
〇
年
）
で
あ
り
、
も
う
ひ
と
つ
は
図
表
６
の
日
米
包
括
経
済
協
議
（
一
九
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九
三
〜
一
九
九
六
年
）
で
あ
る
。
米
国
は
、
分

野
別
協
議
で
は
、
市
場
開
放
に
関
す
る
「
客
観

的
基
準
」
と
す
る
数
値
目
標
の
設
定
を
要
求
し

た
。
日
本
は
米
国
の
要
求
を
「
管
理
貿
易
」
と

批
判
し
た
。
結
局
、
一
九
九
五
年
ま
で
に
保
険
、

政
府
調
達
品
、
自
動
車
な
ど
の
優
先
分
野
に
つ

い
て
合
意
が
成
立
し
た
。

　

一
九
九
七
年
四
月
橋
本
・
ク
リ
ン
ト
ン
首
脳

会
談
は
日
本
の
規
制
緩
和
に
関
す
る
新
た
な
事

務
レ
ベ
ル
協
議
の
場
を
設
け
る
こ
と
で
合
意
し

た
。
ク
リ
ン
ト
ン
政
権
は
日
本
の
規
制
緩
和
の

照
準
に
定
め
る
姿
勢
を
鮮
明
に
し
た
。
一
九
九

三
年
に
開
始
し
た
日
米
包
括
経
済
協
議
は
ク
リ

ン
ト
ン
政
権
の
二
期
目
に
な
る
と
日
本
側
の
全

シ
ス
テ
ム
変
更
を
要
求
す
る
「
構
造
協
議
」
の

色
彩
を
濃
く
し
て
く
る
。

　

当
時
、
日
米
の
経
済
力
は
合
計
す
る
と
世
界

経
済
の
四
〇
％
強
で
あ
り
、
ア
ジ
ア
太
平
洋
経
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内　　　　　　　　　　容項　　　　目

総額430兆円の公共投資10か年計画の策定。①貯蓄・投資パターン

大規模小売店舗法の見直しの改正法を見直す。米商品流通の円滑
化。

②流通

独禁法の強化による排他的取引慣行を撤廃・系列取引の見直し。
米商品の日本市場参入を促進。

③排他的取引慣行

内外価格差の是正・公共料金のコスト構成を国際的な観点から検
討し、適正化を促す。

④価格メカニズム

図表５：日米構造協議の概要

内　　　　　　　　　　容政策・協力

日本の経常黒字削減、米国の赤字削減１．マクロ経済政策

①政府調達　コンピュータ・スーパーコンピュータ・衛星・医療
技術・電気通信
②規制緩和　競争政策・透明な手続き（金融サービス・保健・流
通）
③主要セクター　自動車・自動車部品など
④経済的調和　直接投資・知的所有権・技術移転・長期的な取引
関係
⑤既存の合意　日米構造協議など

２．分野・構造別政策

環境・技術・人的資源の開発・人口問題・エイズ３．地球的展望に立った
協力

図表６：日米包括経済協議の枠組み

＊首脳会談を年２回開催し、進展状況を点検する。



済
協
力
会
議
（
A
P
E
C
）
加
盟
国
の
中
で
は
両
国
は
八
〇
％
近
く
ま
で
に
達
し
て
い
た
。
世
界
経
済
に
と
っ
て
日
米
両
国
は
重
要
な

地
位
に
あ
る
。
日
米
関
係
が
緊
張
す
る
と
為
替
レ
ー
ト
が
変
動
し
、
株
式
市
場
が
過
剰
反
応
し
、
世
界
の
金
融
市
場
も
動
揺
す
る
。
日

米
関
係
の
安
定
は
世
界
経
済
に
と
っ
て
重
要
で
あ
る
。

　

日
本
は
、
戦
後
長
く
自
由
貿
易
体
制
の
「
招
待
選
手
」
の
立
場
か
ら
「
開
催
者
」
へ
の
立
場
に
な
っ
て
い
る
。
当
然
、
日
米
関
係
は

両
国
に
共
通
の
目
標
・
利
益
を
考
慮
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
そ
れ
は
世
界
の
自
由
貿
易
体
制
を
尊
重
す
る
こ
と
と
関
連
す
る
。
日
米

の
グ
ロ
ー
バ
ル
・
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ
で
は
、
日
本
は
米
国
と
公
正
・
公
平
で
理
解
し
や
す
い
国
に
な
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
、
と
言

わ
れ
て
い
る
。
こ
れ
に
は
日
本
国
内
に
お
い
て
行
政
改
革
と
規
制
緩
和
の
抜
本
的
な
措
置
を
必
要
と
す
る
。
こ
の
こ
と
が
日
米
関
係
の

発
展
に
つ
な
が
り
、
同
時
に
世
界
に
貢
献
す
る
こ
と
に
も
な
る
は
ず
で
あ
っ
た
。
だ
が
、
そ
こ
に
米
国
側
の
論
理
が
優
先
し
な
か
っ
た

で
あ
ろ
う
か
。

　

米
国
の
通
商
法
は
自
由
競
争
を
理
念
と
す
る
。
そ
の
一
方
で
、
自
国
産
業
に
対
す
る
保
護
を
優
先
す
る
伝
統
も
あ
る
。
自
由
貿
易
と

保
護
貿
易
と
を
矛
盾
な
く
結
合
で
き
る
概
念
が
「
公
正
な
競
争
」
で
あ
る
。
米
国
人
の
言
う
「
不
公
正
な
競
争
者
」
に
自
由
を
与
え
る

必
要
は
な
く
、
そ
の
よ
う
な
競
争
者
を
排
除
す
べ
き
で
あ
る
、
と
米
国
側
は
主
張
す
る
。
そ
の
論
理
は
、
市
場
の
閉
鎖
性
を
「
不
公
平
」

と
し
、
そ
の
よ
う
な
状
況
を
是
正
し
、
米
国
産
業
を
保
護
す
る
の
を
当
然
視
す
る
﹇
黒
川
、
二
〇
〇
一
﹈。
た
だ
し
、
そ
れ
は
米
国
側
の

論
理
で
あ
っ
て
、
客
観
的
・
公
正
な
基
準
に
照
ら
し
た
も
の
で
な
い
こ
と
に
注
意
を
払
う
べ
き
で
あ
る
。

（
四
）
米
国
の
経
済
安
全
保
障
へ
の
取
り
組
み

　

一
九
八
〇
年
代
初
頭
米
国
で
は
、『
大
統
領
産
業
競
争
力
協
力
会
議
報
告
（
ヤ
ン
グ
・
レ
ポ
ー
ト
）』
に
そ
っ
て
、「
自
国
の
構
成
を

高
め
る
た
め
、
収
穫
逓
増
に
着
目
し
て
、
競
争
関
係
に
影
響
を
与
え
る
政
策
」
と
す
る
戦
略
的
通
商
政
策
が
実
行
さ
れ
て
い
た
。
こ
の
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委
員
会
は
一
九
八
五
年
に
米
国
が
産
業
競
争
力
を
強
化
す
る
転
機
に
な
っ
た
と
言
わ
れ
る
。
こ
れ
を

契
機
に
競
争
力
強
化
策
が
提
案
さ
れ
た
。

　

戦
略
産
業
に
お
け
る
優
位
を
人
為
的
に
創
造
す
る
こ
と
が
課
題
と
な
っ
て
い
た
。
そ
れ
は
政
策
が

経
済
安
全
保
障
の
名
の
も
と
に
輸
出
管
理
で
な
く
輸
出
促
進
、
経
済
制
裁
で
は
な
く
輸
出
・
輸
入
規

制
を
も
っ
て
遂
行
さ
れ
た
。
そ
れ
は
重
商
主
義
・
戦
略
的
通
商
政
策
で
あ
る
（
図
表
７
参
照
）。
そ

こ
に
は
国
家
の
役
割
と
し
て
介
入
に
重
き
が
置
か
れ
る
。
そ
の
現
象
は
、
地
経
済
学
（geo-

    

econom
ics

      
   
）
と
し
て
、
冷
戦
後
に
お
け
る
経
済
と
軍
事
の
重
み
の
逆
転
現
象
と
し
て
現
れ
る
﹇
浦

野
、
二
〇
〇
三：

三
八－

三
九
﹈。

　

日
米
貿
易
摩
擦
が
政
治
問
題
化
さ
れ
る
際
に
、
日
米
両
国
政
府
が
摩
擦
に
介
入
す
る
こ
と
で
、
い
っ

た
ん
解
決
を
み
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
に
な
っ
て
、
米
国
は
対
日
輸
出
と
そ
の
た
め
の
市
場
開
放

と
い
う
政
策
に
変
更
し
て
く
る
。
米
国
議
会
で
は
こ
の
頃
か
ら
日
本
の
政
治
経
済
構
造
を
改
革
し
な

け
れ
ば
、
貿
易
摩
擦
を
解
消
で
き
な
い
と
し
、
そ
れ
を
政
治
問
題
化
す
る
。
一
九
八
五
年
中
曽
根
―
レ
ー
ガ
ン
首
脳
会
談
で
開
始
さ
れ

た
M
O
S
S
協
議
は
日
本
市
場
の
閉
鎖
性
を
打
開
す
る
米
国
の
意
図
の
実
現
へ
の
第
一
歩
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
一
九
八
九
年
以
降
の
日

米
構
造
協
議
か
ら
の
市
場
開
放
を
阻
む
「
日
本
の
政
治
経
済
構
造
」
へ
の
取
り
組
み
を
主
題
テ
ー
マ
と
し
た
。
日
米
構
造
協
議
は
日
米

通
商
交
渉
の
新
し
い
段
階
を
意
味
す
る
。「
結
果
重
視
」
を
求
め
る
米
国
流
の
ア
プ
ロ
ー
チ
が
目
立
っ
た
。
日
米
貿
易
摩
擦
は
日
米
の

経
済
シ
ス
テ
ム
全
体
に
関
わ
る
「
シ
ス
テ
ム
摩
擦
」
の
様
相
と
な
る
﹇
中
本
、
一
九
九
九：

二
一
三－

二
一
四
﹈。

　

米
国
の
対
日
「
自
由
貿
易
政
策
」
は
国
内
の
保
護
主
義
的
な
抵
抗
と
の
折
り
合
い
を
つ
け
て
変
更
し
て
き
た
の
に
対
し
て
、
日
本
の

対
米
自
由
貿
易
政
策
は
日
本
に
と
っ
て
米
国
市
場
の
重
要
性
に
対
応
し
て
き
た
。
日
本
は
、
対
米
依
存
度
ゆ
え
に
、
自
ら
志
向
す
る
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国家の役割通商政策
の 特 徴 介　　入自由放任

重商主義
戦略的通商政策

積極

古典的自由貿易中間

保護主義消極

図表７：通商政策の思想的類型

出典：浦野、2003：39



「
自
由
貿
易
」
を
主
張
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
日
米
間
の
差
が
過
度
に
「
政
治
問
題
化
」
す
る
原
因
で
も
あ
っ
た
。
な
ぜ
な
ら
、

日
本
の
米
国
市
場
で
の
成
功
は
米
国
以
外
の
第
三
国
で
の
成
功
に
結
び
つ
く
か
ら
で
あ
る
。
米
国
市
場
で
の
日
本
製
品
の
評
判
が
国
際

的
イ
メ
ー
ジ
を
高
め
、
そ
の
こ
と
に
よ
っ
て
第
三
国
へ
の
輸
出
を
促
進
す
る
。
そ
の
点
で
も
米
国
市
場
は
日
本
側
に
は
不
可
欠
な
存
在

で
あ
る
﹇
小
倉
、
一
九
八
二：

一
〇
七－

一
〇
九
﹈。

　
　
　
　
　
　

八
�
評　
　

価

　
（
一
）
米
国
の
管
理
貿
易
論

　

米
国
側
は
「
同
じ
土
俵
で
の
競
争
」
を
求
め
る
権
利
が
あ
る
、
と
主
張
す
る
。
そ
の
た
め
、
米
国
は
二
国
間
交
渉
で
の
輸
出
の
自
主

規
制
以
上
の
一
方
的
な
市
場
開
放
や
輸
入
の
自
主
拡
大
を
要
求
す
る
よ
う
に
な
っ
た
﹇
佐
々
木
、
一
九
九
七：

一
三
〇－

一
三
一
﹈。
こ
れ

は
、
タ
イ
ソ
ン
の
主
張
す
る
「
選
択
的
相
互
主
義
」
と
同
義
で
あ
る
。
こ
の
間
の
事
情
を
含
め
て
米
国
側
の
主
張
は
い
く
ら
自
由
貿
易

を
擁
護
す
る
と
は
い
え
、
米
国
政
府
が
そ
の
た
め
の
基
盤
・
条
件
整
備
、
あ
る
い
は
日
本
側
に
様
々
な
自
国
企
業
に
と
っ
て
有
利
な
条

件
を
受
け
入
れ
さ
せ
よ
う
と
す
る
。
そ
の
こ
と
は
自
由
主
義
的
な
市
場
主
義
と
説
明
で
き
る
の
で
あ
ろ
う
か
。
つ
ま
り
、
米
国
の
目
的

は
「
経
済
自
由
主
義
的
な
貿
易
体
制
」
で
あ
っ
て
も
、
そ
の
た
め
の
手
段
は
市
場
を
管
理
す
る
国
家
間
の
政
治
的
提
携
を
図
り
な
が
ら

通
商
関
係
の
枠
組
み
を
形
成
す
る
「
管
理
貿
易
」
で
あ
る
、
と
説
明
で
き
る
。
こ
れ
は
、
日
本
の
よ
う
に
官
が
民
（
大
企
業
）
を
牽
引

す
る
姿
勢
と
は
異
な
る
が
、
民
（
大
企
業
）
の
要
請
に
従
っ
て
官
が
通
商
環
境
を
整
備
・
指
導
す
る
姿
勢
を
採
用
す
る
。
米
国
は
日
本

と
は
異
な
っ
た
意
味
で
の
重
商
主
義
的
な
立
場
を
採
用
し
て
い
る
こ
と
に
な
る
。

　

本
来
「
管
理
貿
易
」
は
貿
易
収
支
を
一
定
範
囲
に
管
理
す
る
こ
と
を
意
味
し
、
輸
入
を
制
限
（
管
理
）
す
る
場
合
、
相
手
国
に
一
定

の
輸
入
（
自
国
の
輸
出
）
を
強
制
す
る
場
合
（
輸
入
自
主
拡
大
）
が
あ
る
。
従
来
は
前
者
の
輸
入
を
制
限
す
る
場
合
を
指
し
た
が
、
日
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米
半
導
体
協
定
以
降
、
後
者
の
シ
ェ
ア
の
保
証
や
行
動
計
画
（action

plan

           

）
の
よ
う
な
購
入
（
数
値
）
目
標
の
設
定
に
転
化
し
た
こ

と
に
注
目
す
べ
き
で
あ
る
。
ま
た
「
相
互
主
義
」
は
、
米
国
で
は
、
米
国
と
同
等
な
市
場
開
放
を
す
べ
き
で
あ
る
こ
と
を
意
味
す
る

﹇
落
合
、
一
九
九
八：

二
一
五
﹈。
そ
の
背
景
に
は
、
図
表
２
で
示
し
た
よ
う
な
、
す
べ
て
に
適
用
で
き
る
と
は
限
ら
な
い
が
、
こ
の
場
合

で
の
米
国
内
の
政
治
構
図
が
あ
る
。

　
「
管
理
貿
易
」
は
、
互
恵
主
義
や
公
正
貿
易
と
い
う
、
主
観
的
に
な
り
や
す
い
用
語
を
オ
ブ
ラ
ー
ト
に
包
み
「
自
由
貿
易
」
を
推
進

す
る
と
の
名
の
も
と
に
、
米
国
流
の
重
商
主
義
を
合
理
化
・
正
当
化
し
て
き
た
。
一
九
八
〇
年
代
ハ
イ
テ
ク
産
業
の
重
要
性
が
明
白
に

な
っ
て
く
る
と
、
米
国
政
府
に
よ
る
相
手
国
へ
の
介
入
に
よ
る
市
場
開
放
策
や
競
争
力
強
化
策
が
次
々
と
打
ち
出
さ
れ
る
こ
と
に
な
っ

た
。
そ
れ
は
「
管
理
貿
易
」
を
当
然
視
す
る
戦
略
的
通
商
政
策
を
提
唱
す
る
下
地
と
な
る
。
そ
の
結
果
、
米
国
の
通
商
政
策
は
自
由
貿

易
主
義
か
ら
「
選
択
的
相
互
主
義
（
＝
重
商
主
義
）」
へ
と
変
貌
す
る
の
で
あ
っ
た
﹇
中
本
、
一
九
九
九：

第
一
部
第
二
章
﹈。

　

皮
肉
な
こ
と
に
、
冷
戦
終
了
で
か
え
っ
て
「
防
衛
産
業
」
の
必
要
性
は
復
活
し
た
。
そ
れ
は
「
国
家
の
安
全
保
障
の
利
益
に
必
要
な

国
家
経
済
へ
の
よ
り
良
き
要
素
」
と
定
義
づ
け
ら
れ
る

Sheehan,2005:71

﹇                 
﹈。
こ
の
発
想
は
冷
戦
終
了
以
前
か
ら
あ
る
。
一
九
八
〇
年

代
後
半
、
米
国
政
府
の
通
商
政
策
に
お
い
て
も
、
米
国
議
会
の
立
法
に
お
い
て
も
、
安
全
保
障
や
国
防
に
関
係
す
る
法
律
の
条
項
を
強

化
し
、
防
衛
問
題
を
重
視
し
て
そ
れ
に
そ
く
し
て
貿
易
や
投
資
を
規
制
す
る
動
き
が
強
ま
っ
た
こ
と
が
あ
る
。
半
導
体
問
題
に
お
い
て

も
、
米
国
側
に
は
安
全
保
障
と
国
防
上
の
考
慮
が
あ
っ
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
一
九
八
七
年
米
国
政
府
は
日
本
側
に
協
定
違
反
を
も
っ
て
対

日
報
復
と
い
う
強
硬
策
を
押
し
出
し
た
﹇
石
川
、
一
九
九
五：

五
二－
五
三
﹈。

（
二
）
軍
事
技
術
と
国
益
重
視
の
日
米
の
見
解
の
相
違

　

一
九
八
八
年
包
括
通
商
法
は
「
国
防
条
項
」
の
強
化
を
意
図
す
る
。
そ
の
根
底
に
は
、
国
防
の
要
と
な
る
先
端
技
術
を
自
国
で
確
保
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す
る
思
考
が
あ
る
。
例
え
ば
、
安
全
保
障
上
重
大
な
理
由
が
あ
れ
ば
、
大
統
領
は
対
米
輸
出
の
自
主
規
制
を
実
施
で
き
る
権
限
、
米
国

企
業
の
合
併
・
買
収
を
禁
止
で
き
る
権
限
も
付
与
さ
れ
た
（
五
〇
二
一
条
）。
米
国
内
で
は
、
半
導
体
や
工
作
機
械
に
つ
い
て
、
国
防

や
安
全
保
障
と
の
関
係
で
認
識
さ
れ
て
い
る
。
日
本
は
半
導
体
を
軍
需
産
業
と
し
て
で
は
な
く
、
あ
く
ま
で
も
民
需
産
業
と
し
て
開
発

し
て
き
た
。
だ
か
ら
、
米
国
側
の
「
国
防
条
項
」
に
基
づ
く
対
日
要
求
は
、
そ
れ
ま
で
そ
の
視
点
を
意
識
し
な
か
っ
た
日
本
側
に
は
唐

突
に
感
じ
る
出
来
事
で
あ
っ
た
﹇
朝
日
新
聞
一
九
八
六
年
一
一
月
二
四
日
参
照
﹈。

　

し
か
し
、
そ
の
発
想
は
冷
戦
終
了
以
前
か
ら
米
国
経
済
が
低
下
し
始
め
た
こ
ろ
よ
り
、
米
国
の
経
済
力
を
安
全
保
障
の
一
環
と
し
て

取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
米
国
民
も
「
対
日
貿
易
赤
字
を
深
刻
な
問
題
」
と
捉
え
て
い
た
。
米
国
の
政
府
と
議
会
は
、
経
済
安

全
保
障
と
い
う
観
点
か
ら
、
ま
す
ま
す
米
国
産
業
を
支
援
し
、
同
時
に
日
本
の
産
業
に
対
し
て
政
治
的
な
圧
力
を
加
え
て
き
た
の
で
あ

る
﹇
石
川
、
一
九
九
五：

五
八
﹈。

　

Ｐ
・
Ｊ
・
カ
ッ
ツ
ェ
ン
シ
ュ
タ
イ
ン
は
、
官
僚
主
導
の
政
治
的
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
フ
ラ
ン
ス
型
と
日
本
型
に
区
別
し
て
説
明
す
る
。

フ
ラ
ン
ス
型
は
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
す
る
国
家
主
導
で
あ
る
。
そ
れ
に
対
し
て
、
日
本
型
は
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を

あ
ま
り
目
立
た
せ
な
い
国
家
主
導
で
あ
る

K
atzenstein,1985:21-23

﹇ 
                       
﹈。
米
国
側
、
と
り
わ
け
レ
ー
ガ
ン
政
権
以
降
の
各
政
権
は
日
本

型
官
僚
主
導
の
手
法
を
熟
知
し
、
ま
さ
に
そ
の
手
法
を
逆
手
に
取
っ
た
の
で
あ
る
。
米
国
政
府
は
、
一
見
表
面
化
し
な
い
が
、
日
本
の

官
僚
が
米
国
側
の
意
を
汲
ん
で
行
動
す
る
期
待
を
込
め
て
圧
力
を
か
け
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

日
本
が
技
術
立
国
と
し
て
選
ん
だ
二
つ
の
方
法
が
あ
る
。
ひ
と
つ
は
民
生
部
門
と
軍
事
部
門
の
間
の
技
術
を
融
合
さ
せ
る
方
法
で
あ

り
、
も
う
ひ
と
つ
は
防
衛
装
備
の
生
産
を
民
間
産
業
の
中
に
組
み
込
む
方
法
で
あ
る
。
こ
の
方
法
は
戦
前
か
ら
行
わ
れ
て
き
た
。
つ
ま

り
、
日
本
は
国
防
上
の
目
的
と
経
済
的
利
害
を
区
別
せ
ず
、
技
術
力
と
生
産
力
を
同
時
に
伸
ば
す
こ
と
を
国
益
と
み
な
し
て
き
た
。
そ

れ
に
対
し
て
、
米
国
は
、
軍
事
目
的
を
達
成
す
る
た
め
に
、
民
生
部
門
の
産
業
活
動
を
適
用
す
る
こ
と
で
、
防
衛
上
の
技
術
開
発
を
優
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先
し
て
き
た
。
日
米
両
国
に
は
、
国
家
の
安
全
保
障
と
技
術
育
成
の
発
想
法
が
異
な
り
、
そ
れ
は
経
済
的
利
害
の
求
め
方
の
相
違
に
繋

が
っ
て
い
る
。
日
本
は
先
端
技
術
が
な
け
れ
ば
国
家
を
強
く
す
る
こ
と
が
で
き
な
い
と
の
認
識
の
イ
デ
オ
ロ
ギ
ー
が
官
僚
主
導
の
通
商

政
策
を
立
案
す
る
際
に
根
底
に
あ
る
。
そ
れ
は
米
国
と
は
根
本
的
に
異
な
る
国
益
観
や
政
治
文
化
と
な
り
、
さ
ら
に
経
済
安
全
保
障
思

想
を
形
成
し
て
き
た
。
経
済
繁
栄
が
国
家
の
安
全
保
障
の
方
策
で
あ
る
と
す
る
見
解
は
、
米
国
で
は
軍
事
と
経
済
の
安
全
保
障
を
う
ま

く
統
合
で
き
な
か
っ
た
の
で
あ
る
﹇
サ
ミ
ュ
エ
ル
ズ
、
一
九
九
七：

二
六－

二
七
﹈。

　

た
だ
、
こ
の
こ
と
は
日
本
異
質
論
を
意
味
す
る
わ
け
で
は
な
い
こ
と
に
も
注
意
を
要
す
る
。
日
本
の
技
術
や
経
済
へ
の
安
全
保
障
観
、

そ
こ
か
ら
導
き
出
さ
れ
る
国
家
戦
略
は
、
欧
米
諸
国
の
思
考
や
実
践
形
態
と
ま
っ
た
く
異
な
る
も
の
で
は
な
い
   

﹇
サ
ミ
ュ
エ
ル
ズ
、
一
九

（
６
）

九
七：

九
六－

九
七
﹈。

　

米
国
の
競
争
力
が
あ
る
産
業
・
企
業
は
対
日
市
場
の
開
放
を
、
他
方
競
争
力
の
な
い
産
業
は
日
本
か
ら
の
輸
出
抑
制
を
、
米
国
政
府

か
ら
の
圧
力
を
利
用
し
て
要
求
し
た
﹇
石
川
、
一
九
九
五：

一
五
七
﹈。
こ
の
要
求
は
個
々
バ
ラ
バ
ラ
に
あ
っ
た
の
で
は
な
い
。
米
国
政
府

か
ら
の
対
日
圧
力
は
通
商
戦
略
、
通
貨
戦
略
、
そ
れ
に
軍
事
戦
略
な
ど
は
軌
を
一
に
し
た
方
針
で
あ
る
。
そ
こ
に
は
日
米
の
経
済
安
全

保
障
観
の
ち
が
い
が
根
底
に
あ
る
。
す
な
わ
ち
日
本
で
は
民
生
部
門
と
軍
事
部
門
の
技
術
の
融
合
が
あ
る
が
、
米
国
に
は
そ
れ
が
不
在

で
あ
る
。
そ
れ
ゆ
え
、
米
国
産
業
界
か
ら
の
要
請
を
受
け
た
米
国
政
府
が
日
本
側
に
外
圧
と
い
う
手
段
を
採
用
す
る
。

　
　
　
　
　
　

む
す
び
に
代
え
て

　　

二
〇
〇
一
年
一
月
G
・
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
が
誕
生
し
た
。
日
米
両
国
は
新
た
な
関
係
を
構
築
す
る
段
階
入
っ
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
政

権
は
安
全
保
障
で
は
早
い
段
階
で
対
話
を
打
ち
出
し
た
。
一
見
日
米
関
係
は
穏
や
か
に
ス
タ
ー
ト
を
切
っ
た
か
に
見
え
た
。
し
か
し
、

米
国
の
景
気
減
速
や
、
日
本
と
の
経
済
分
野
の
貿
易
摩
擦
も
懸
念
さ
れ
た
。
平
沼
経
済
産
業
相
が
エ
バ
ン
ズ
商
務
長
官
と
会
談
し
、
日
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米
経
済
関
係
の
新
た
な
枠
組
み
を
提
案
し
た
。
こ
の
提
案
の
ポ
イ
ン
ト
は
、
日
米
双
方
の
省
庁
次
官
級
の
経
済
対
話
、
そ
れ
に
政
府
の

次
官
級
・
民
間
の
対
話
の
場
を
設
定
す
る
こ
と
に
あ
っ
た
。
官
民
に
よ
る
対
話
は
次
官
級
メ
ン
バ
ー
と
経
済
界
リ
ー
ダ
ー
が
参
加
し
た
。

テ
ー
マ
は
構
造
問
題
、
規
制
緩
和
、
対
日
投
資
で
あ
る
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
の
経
済
チ
ー
ム
は
、
オ
ニ
ー
ル
財
務
長
官
、
エ
バ
ン
ズ
商
務
長
官
、
ゼ
ー
リ
ッ
ク
通
商
代
表
、
ミ
ネ
タ
運
輸
長
官
、

リ
ン
ゼ
ー
補
佐
官
、
カ
ー
ド
首
席
補
佐
官
で
あ
っ
た
。
こ
の
経
済
チ
ー
ム
は
ど
の
よ
う
に
日
米
経
済
関
係
を
見
て
い
た
の
か
。
リ
ン

ゼ
ー
は
こ
れ
ま
で
の
個
別
の
対
日
政
策
を
批
判
し
、
バ
ブ
ル
経
済
後
の
不
振
に
あ
る
日
本
経
済
の
再
生
の
た
め
、
財
政
赤
字
の
削
減
と

構
造
改
革
が
重
要
だ
と
主
張
し
た
。
ミ
ネ
タ
は
日
米
自
動
車
協
定
が
な
く
な
っ
た
こ
と
や
、
日
本
の
公
共
事
業
へ
の
参
入
で
き
な
い
強

い
不
満
を
述
べ
た
。
彼
は
自
動
車
協
定
の
延
長
を
要
求
し
個
別
交
渉
を
支
持
し
た
。
エ
バ
ン
ズ
は
日
本
側
の
提
案
を
支
持
し
た
が
、
対

日
貿
易
赤
字
の
拡
大
や
自
動
車
貿
易
で
懸
念
を
示
し
た
。
カ
ー
ド
は
日
米
自
動
車
交
渉
で
は
業
界
代
表
で
あ
っ
た
。
日
本
へ
の
制
裁
を

強
く
求
め
た
。
ゼ
ー
リ
ッ
ク
は
議
会
の
強
い
求
め
に
応
じ
て
閣
僚
級
の
ま
ま
に
据
え
置
か
れ
た
。
そ
の
こ
と
は
米
国
の
通
商
政
策
は
議

会
の
圧
力
に
左
右
さ
れ
る
の
に
変
わ
り
は
な
い
こ
と
を
意
味
す
る
。
自
動
車
業
界
か
ら
日
本
へ
の
規
制
緩
和
や
市
場
開
放
を
求
め
る
意

見
が
出
て
い
た
。
鉄
鋼
業
界
は
日
本
か
ら
の
鉄
鋼
輸
入
の
警
戒
感
を
示
し
た
。
ブ
ッ
シ
ュ
（
子
）
政
権
に
な
っ
て
も
「
選
択
的
相
互
主

義
」（
タ
イ
ソ
ン
）
を
堅
持
す
る
姿
勢
に
変
更
は
な
か
っ
た
。

　

ブ
ッ
シ
ュ
政
権
は
日
本
と
の
関
係
悪
化
を
避
け
る
こ
と
を
明
言
し
た
。
し
か
し
、
米
国
経
済
が
悪
化
し
、
対
日
貿
易
赤
字
が
拡
大
す

る
と
、
経
済
摩
擦
が
生
じ
る
こ
と
は
避
け
が
た
か
っ
た
。
か
つ
て
の
半
導
体
の
貿
易
紛
争
の
経
験
か
ら
、
い
っ
た
ん
摩
擦
が
起
き
る
と
、

そ
の
解
決
に
は
た
い
へ
ん
な
努
力
が
必
要
と
な
る
。
そ
れ
が
収
拾
さ
れ
て
も
、
根
深
い
不
信
感
だ
け
は
残
る
。
日
米
両
国
の
首
脳
に
よ

る
対
話
を
通
じ
て
、
新
た
な
日
米
関
係
を
め
ざ
す
こ
と
は
対
立
を
防
止
す
る
緩
衝
の
役
割
と
も
な
る
。
こ
れ
は
現
在
で
も
「
そ
の
通
り
」

と
述
べ
ら
れ
て
も
よ
い
で
あ
ろ
う
。
日
本
は
「
特
殊
な
国
」「
異
質
な
国
」
な
の
だ
か
ら
、
自
由
競
争
を
適
用
す
る
必
要
が
な
い
と
す
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る
「
日
本
見
直
し
論
（revisionism

           

）」
が
再
度
台
頭
し
、
力
で
ね
じ
伏
せ
よ
う
と
す
る
意
見
が
出
る
と
考
え
た
ほ
う
が
よ
い
﹇
フ
ァ

ロ
ー
ズ
、
一
九
八
九
参
照
﹈。

　

た
だ
、
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
あ
る
。
Ｒ
・
Ｊ
・
サ
ミ
ュ
エ
ル
ス
に
よ
れ
ば
、
日
本
で
は
国
家
（
こ
の
場
合
、
官
僚
と
言
い
換

え
て
よ
い
）
は
保
証
者
と
し
て
行
動
す
る
。
市
場
に
お
け
る
国
家
の
力
は
、
相
互
同
意
に
基
づ
い
て
お
互
い
に
調
整
し
あ
う
プ
ロ
セ
ス

の
中
で
強
化
あ
る
い
は
制
限
さ
れ
て
い
る
。
官
僚
と
い
う
制
度
の
も
と
で
、
国
家
と
民
間
の
利
害
調
整
を
反
復
す
る
中
で
、
官
僚
は
市

場
の
管
轄
権
を
得
る
一
方
、
そ
れ
を
支
配
下
に
お
く
こ
と
が
拒
否
さ
れ
て
き
た
。
そ
れ
ゆ
え
、
国
家
官
僚
は
市
場
（
企
業
）
と
交
渉
す

る
の
で
あ
る
。
そ
の
シ
ス
テ
ム
が
あ
る
が
ゆ
え
に
米
国
に
従
う
こ
と
が
可
能
で
あ
っ
た
﹇
サ
ミ
ュ
エ
ル
ス
、
一
九
九
七：

三
四
三
﹈。
そ
の

点
を
斟
酌
す
れ
ば
、
米
国
も
日
本
も
異
な
る
タ
イ
プ
の
重
商
主
義
を
採
用
す
る
こ
と
が
両
国
に
利
益
に
な
る
。

　

現
在
、
米
国
と
の
関
係
に
お
い
て
、
日
本
の
経
済
的
地
位
は
今
や
、
中
国
に
取
っ
て
代
わ
ら
れ
る
事
態
に
な
り
、
米
中
貿
易
摩
擦
が

焦
眉
に
な
っ
て
い
る
。
そ
の
点
で
は
時
間
（
的
な
経
過
）
が
日
米
経
済
摩
擦
を
削
減
す
る
結
果
と
な
っ
た
と
は
い
え
、
日
米
半
導
体
交

渉
は
単
な
る
歴
史
の
ひ
と
コ
マ
で
は
な
い
。
日
米
両
国
は
そ
れ
ぞ
れ
国
力
、
国
際
環
境
、
相
互
依
存
関
係
が
当
時
と
は
変
わ
っ
て
し

ま
っ
た
と
は
い
え
、
米
国
側
は
T
P
P
交
渉
に
お
け
る
対
日
戦
略
で
も
「
選
択
的
相
互
主
義
」
を
基
本
姿
勢
に
採
用
す
る
だ
ろ
う
か
。

そ
の
意
味
で
半
導
体
を
め
ぐ
る
日
米
交
渉
過
程
は
、
一
九
九
〇
年
代
に
変
化
し
た
日
米
貿
易
摩
擦
の
前
哨
戦
で
あ
る
、
す
な
わ
ち
現
在

の
日
米
通
商
関
係
の
そ
れ
で
あ
る
こ
と
を
物
語
っ
て
い
る

H
ook,G

ilson,H
ughs,D

obson,2001:
﹇ 
      
        
       
             112

   
﹈。

　
注（

１
） 

通
商
法
三
〇
一
（
い
わ
ゆ
る
ス
ー
パ
ー
三
〇
一
）
条
は
一
九
八
八
年
に
施
行
さ
れ
た
「
包
括
通
商
競
争
力
強
化
法
（O

m
nibus

F
oreign

 
 
       
       

T
rade

and
C
om
petitiveness

A
ct

 
          
  
              
  
）
の
対
外
制
裁
に
関
す
る
条
項
の
ひ
と
つ
で
あ
る
。
通
商
法
三
〇
一
条
は
貿
易
相
手
国
の
不
公
正
な
取
引

慣
行
に
対
し
て
当
該
国
と
協
議
す
る
こ
と
を
義
務
づ
け
、
問
題
が
解
決
し
な
い
場
合
に
は
制
裁
を
科
す
条
項
を
強
化
し
た
法
律
で
あ
る
。
不
公
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正
な
貿
易
慣
行
や
輸
入
障
壁
が
あ
る
、
疑
わ
れ
る
国
を
「
優
先
交
渉
国
」
と
特
定
し
、
米
国
通
商
代
表
部
（
U
S
T
R
）
に
交
渉
さ
せ
改
善
を

要
求
し
、
三
年
以
内
に
改
善
さ
れ
な
い
場
合
に
は
そ
の
報
復
措
置
を
と
る
こ
と
を
内
容
と
す
る
。
し
か
し
、
こ
れ
は
「
関
税
お
よ
び
貿
易
に
関

す
る
一
般
協
定
（
G
A
T
T
）」
に
違
反
す
る
と
の
疑
い
が
も
た
れ
何
度
か
失
効
し
て
い
る
。

（
２
） 

一
九
八
六
年
に
米
国
中
間
選
挙
が
あ
り
、
貿
易
問
題
が
争
点
化
さ
れ
、
民
主
党
が
勝
利
し
た
。
米
国
内
政
事
情
も
レ
ー
ガ
ン
政
権
に
よ
る
強

硬
な
主
張
と
な
っ
て
現
れ
た
の
で
あ
る
。

（
３
） 

そ
の
事
情
に
は
日
本
の
官
僚
の
も
つ
行
動
原
理
が
二
つ
あ
る
か
ら
で
あ
る
。
①
自
ら
担
当
す
る
業
界
に
何
か
問
題
が
生
じ
た
と
き
、
積
極
的

に
解
決
を
図
ろ
う
と
す
る
前
向
き
な
姿
勢
が
あ
る
。
②
自
ら
担
当
す
る
業
界
に
影
響
下
に
お
き
た
い
。
な
お
事
実
上
、
米
国
か
ら
「
二
〇
％
の

約
束
」
に
つ
い
て
は
、
日
本
政
府
は
米
国
側
の
期
待
値
で
あ
っ
て
日
本
側
の
輸
入
目
標
値
で
は
な
い
こ
と
を
第
一
二
六
回
衆
議
院
商
工
委
員
会

審
議
で
の
政
府
答
弁
で
も
再
確
認
し
て
い
る
。

（
４
） 

軍
事
上
の
日
米
安
全
保
障
の
同
盟
関
係
に
つ
い
て
は
、
古
田
、
二
〇
一
三
を
参
照
。

（
５
） 

米
国
で
は
、
政
府
高
官
や
民
間
企
業
経
営
者
は
国
に
よ
る
産
業
政
策
主
導
に
は
表
向
き
に
は
否
定
的
で
あ
る
が
、
米
国
内
外
の
研
究
者
・
実

務
家
は
国
防
の
観
点
か
ら
様
々
な
産
業
へ
の
規
制
メ
カ
ニ
ズ
ム
が
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
て
い
る
﹇G

ourevitch,1986:51

 
                   
﹈。

（
６
） 

例
え
ば
、
Ｊ
・
シ
ュ
ン
ペ
ー
タ
ー
は
、
技
術
こ
そ
が
経
済
競
争
力
の
核
心
で
あ
る
と
し
、
そ
の
た
め
に
は
「
資
本
主
義
が
存
続
す
る
の
は
、

エ
リ
ー
ト
官
僚
に
よ
る
強
力
な
政
治
的
な
駆
け
引
き
と
綿
密
な
管
理
・
監
督
・
経
営
を
必
要
す
る
」
と
官
僚
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
を
強
調
し
て

い
る
。
Ｆ
・
リ
ス
ト
は
、
製
品
の
国
産
化
の
推
進
、
国
内
企
業
の
育
成
と
技
術
の
開
発
の
努
力
が
い
か
に
重
要
で
あ
る
か
を
説
い
て
い
る
。
こ

の
思
想
は
、
経
済
安
全
保
障
に
お
い
て
、
重
商
主
義
の
必
要
性
が
あ
る
こ
と
を
根
拠
づ
け
て
い
る
。
P
・
エ
ヴ
ァ
ン
ズ
は
韓
国
、
ブ
ラ
ジ
ル
、

イ
ン
ド
の
例
を
用
い
て
国
家
の
役
割
を
説
明
し
て
い
る
﹇E

vans,1995:128ff
 
                 
﹈。
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邦
語
文
献

石
川
博
友
『
日
米
摩
擦
の
政
治
経
済
学
―
プ
ラ
ザ
合
意
か
ら
一
〇
年
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
五
年

稲
田
義
久
『
日
米
経
済
の
相
互
依
存
の
リ
ン
ク
・
モ
デ
ル
』
日
本
評
論
社
、
一
九
九
一
年

浦
野
起
央
『
安
全
保
障
の
新
秩
序　

国
家
安
全
保
障
再
考
、
テ
ロ
・
環
境
・
人
間
の
安
全
保
障
』
南
窓
社
、
二
〇
〇
三
年

N
H
K
取
材
班
『
N
H
K
ス
ペ
シ
ャ
ル　

日
米
の
衝
突
―
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
構
造
協
議
』
日
本
放
送
協
会
、
一
九
九
六
年

大
矢
根
聡
『
経
済
摩
擦
に
よ
る
国
際
レ
ジ
ー
ム
の
ガ
バ
ナ
ン
ス
化：

コ
ン
ス
ト
ラ
ク
テ
ィ
ズ
ム
の
観
点
に
よ
る
日
米
・
韓
米
半
導
体
摩
擦
（
一
九
七
七

－

一
九
九
七
年
）
の
事
例
分
析
』（
二
〇
〇
一
年
）http:/w
w
w
.lib.kobe.ac.jp/handle-gaku

 
      
 
 
                           i/D

2002515.

   
        

大
矢
根　

聡
『
日
米
半
導
体
摩
擦
―
通
商
交
渉
の
政
治
経
済
学
』
有
信
堂
高
文
社
、
二
〇
〇
二
年

小
倉
和
夫
『
日
米
経
済
摩
擦　

表
の
事
情
ウ
ラ
の
事
情
』
日
本
経
済
新
聞
社
、
一
九
八
二
年

落
合
浩
太
郎
『
改
訂　

日
米
経
済
摩
擦
―
全
体
像
を
求
め
て
―
』
慶
應
義
塾
大
学
出
版
会
、
一
九
九
八
年

外
務
省
「
日
米
通
商
交
渉
の
歴
史
（
概
要
）」w
w
w
.m
ofa.go.jp/m

ofaj/gaiko/tpp/pdfs/

 
 
 
  
           
                    j_us_rekishi_pdf

                

黒
川
修
司
『
ハ
イ
テ
ク
覇
権
の
攻
防　

日
米
技
術
紛
争
』
東
信
堂
、
二
〇
〇
一
年

黒
田　

眞
『
日
米
関
係
の
考
え
方　

貿
易
摩
擦
を
生
き
て
』
有
斐
閣
、
一
九
八
九
年

桑
田
義
弘
「
日
米
同
盟
下
の
両
国
半
導
体
競
争
」『
経
済
論
叢
（
京
都
大
学
）』
第
一
四
五
巻
一
・
二
号
、
一
九
九
〇
年
一
・
二
月

経
済
社
会
総
合
研
究
所
「
第
四
章　

日
米
貿
易
摩
擦
」http//w

w
w
.esri.go.jp/prj/sbubble/his

 
      
 
 
                           tory/analysis_ol_ol_04.pdf

                          

佐
々
木
隆
雄
『
ア
メ
リ
カ
の
通
商
政
策
』
岩
波
新
書
、
一
九
九
七
年

関
岡
英
之
『
拒
否
で
き
な
い
日
本
―
ア
メ
リ
カ
の
日
本
改
造
が
進
ん
で
い
る
』
文
春
新
書
、
二
〇
〇
四
年

関
下　

稔
『
競
争
力
強
化
と
対
日
通
商
戦
略　

世
紀
末
ア
メ
リ
カ
の
苦
悩
と
再
生
』
青
木
書
店
、
一
九
九
六
年

サ
ミ
ュ
エ
ル
ズ
、
Ｒ
・
Ｊ
、
奥
田
章
順
訳
『
富
国
強
兵　

技
術
戦
略
に
み
る
日
本
の
総
合
安
全
保
障
』
三
田
出
版
会
、
一
九
九
七
年

サ
ミ
ュ
エ
ル
ス
、
Ｒ
・
Ｊ
、
廣
松　

毅
訳
『
日
本
に
お
け
る
国
家
と
起
業
―
エ
ネ
ル
ギ
ー
産
業
の
歴
史
と
国
際
比
較
』
多
賀
出
版
、
一
九
九
九
年

タ
イ
ソ
ン
、
ロ
ー
ラ
、
竹
中
平
蔵
監
訳
・
阿
部
司
訳
『
誰
が
誰
を
叩
い
て
い
る
の
か
』
ダ
イ
ヤ
モ
ン
ド
社
、
一
九
九
三
年

高
乗
正
行
『
電
子
部
品
流
通
の
イ
ノ
ベ
ー
タ
ー
が
つ
づ
る
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
の
半
導
体
産
業
論
』
日
経
B
P
社
、
二
〇
一
一
年

中
野
剛
志
「
Ｔ
Ｐ
Ｐ
参
加
の
是
非
」『
視
点
・
論
点
』
Ｎ
Ｈ
Ｋ
総
合
二
〇
一
一
年
一
〇
月
二
一
日
放
送
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中
本　

悟
『
現
代
ア
メ
リ
カ
の
通
商
政
策　

戦
後
に
お
け
る
通
商
法
の
変
遷
と
多
国
籍
企
業
』
有
斐
閣
、
一
九
九
九
年

日
本
経
済
新
聞
「
半
導
体
需
要　

世
界
で
拡
大
」
二
〇
一
〇
年
七
月
七
日

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
P
、
鈴
木
主
税
訳
『
文
明
の
衝
突
』
集
英
社
、
一
九
九
八
年

ハ
ン
チ
ン
ト
ン
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・
P
、
鈴
木
主
税
訳
『
文
明
の
衝
突
と
二
一
世
紀
の
日
本
』
集
英
新
書
、
二
〇
〇
〇
年

フ
ク
シ
マ
、
グ
レ
ン
・
S
、
渡
辺　

敏
訳
『
日
米
経
済
摩
擦
の
政
治
学
』
朝
日
新
聞
社
、
一
九
九
二
年

船
橋
洋
一
『
日
米
経
済
摩
擦　

そ
の
舞
台
裏
』
岩
波
新
書
、
一
九
八
七
年

古
田
雅
雄
「
戦
後
史
に
お
け
る
日
本
の
安
全
保
障
の
変
遷
を
め
ぐ
る
議
論
の
整
理
―
日
米
安
保
体
制
の
定
着
、
変
容
、
拡
大
に
つ
い
て
」『
奈
良
産
業
大

学
紀
要
』
第
二
九
集
、
二
〇
一
三
年
三
月

フ
ァ
ロ
ー
ズ
、
Ｊ
、
大
前
正
臣
訳
『
日
本
封
じ
込
め
―
強
い
日
本　

巻
き
返
す
ア
メ
リ
カ
』
阪
急
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
ズ
、
一
九
八
九
年

vs.

宮
田　

律
『
軍
産
複
合
体
の
ア
メ
リ
カ
〜
戦
争
を
や
め
ら
れ
な
い
理
由
』
青
灯
社
、
二
〇
〇
六
年

湯
之
上
隆
『
日
本
「
半
導
体
」
敗
戦
』
光
文
社
、
二
〇
〇
九
年
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